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文化功労者は川合眞紀氏ら

文
化
勲
章
　

眞
鍋
淑
郎
氏
ら
９
氏

教
科
書
に
載
る
業
績

無
文
字
社
会
を
調
査

気
候
モ
デ
ル
の
基
礎

国
際
数
学
連
合
総
裁

日
本
の
地
位
低
下
、信
頼
失
墜
の
恐
れ

入国手続きを柔軟に

留学生・外国人研究者

　孤立の原因にも
水際対策徹底が　

コロナ禍でもビザ発給を早急に
研
究
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
政
府
に
提
言

コ
ロ
イ
ド
粒
子
会
合
体

微
小
重
力
下
で
生
成

名
古
屋
市
大
グ
ル
ー
プ
が
成
功

東
海
大
学
総
医
研
４
～
５
面

日
本
生
化
学
会
大
会
６
～
７
面

小
谷
元
子
氏
　
Ｉ
Ｓ
Ｃ
次
期
会
長
に

副
会
長
は
白
波
瀬
佐
和
子
氏

（１） 第３８４７号（昭和年６月７日第３種郵便物認可） ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）
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学
術
研
究
の
各
分
野
で
文
化
功
労
者
に
選
ば

れ
た
研
究
者
の
業
績
を
紹
介
す
る
。

　
政
府
は

日
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
賞
を
受
賞
し
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
眞
鍋
淑
郎
客
員
研
究
員
、
分
子
生
物
学
の
岡
崎
恒
子

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、
数
学
の
森
重
文
京
都
大
学
高
等
研
究
院
長
・
特
別
教
授
、
文
化
人
類
学
の
川
田
順
造
東
京
外
国
語
大

学
名
誉
教
授
ら
９
人
に
文
化
勲
章
を
授
与
す
る
こ
と
を
決
め
た
。眞
鍋
氏
は
文
化
功
労
者
に
も
選
ば
れ
た
。文
化
功
労
者
に
は
、

川
合
眞
紀
分
子
科
学
研
究
所
所
長
ら

人
が
選
定
さ
れ
た
。
文
化
勲
章
の
親
授
式
は

月
３
日
、
文
化
の
日
に
皇
居
で
行
わ
れ

る
。
文
化
功
労
者
の
顕
彰
式
は

月
４
日
に
ザ
・
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
行
わ
れ
る
予
定
。

　
岡
崎
恒
子
氏
は
、
生
命
の
根
源
と
言
え

る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製
の
形
成
過
程
の
難
問
で

あ
っ
た
、
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
複
製
さ
れ
る
か
の
謎
に
挑
戦
し
、

複
製
の
際
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
短
い
鎖
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
短
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

不
連
続
的
に
複
製
さ
れ
る
モ
デ
ル
を
提
唱

し
、
こ
の
不
連
続
複
製
機
構
を
実
証
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
業
績
は
岡
崎
フ

ラ
グ
メ
ン
ト
と
称
さ
れ
、
今
で
は
分
子
生

物
学
の
教
科
書
に
は
必
ず
掲
載
さ
れ
る
世

界
的
な
業
績
で
あ
る
。
ま
た
、
染
色
体
の

複
製
と
分
配
に
と
っ
て
必
須
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
配

列
と
複
製
起
点
と
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
人

工
染
色
体
を
構
築
す
る
研
究
を
精
力
的
に

進
め
、
人
工
染
色
体
に
よ
り
哺
乳
類
染
色

体
の
維
持
機
構
を
解
明
し
た
。
こ
れ
は
遺

伝
子
治
療
や
再
生
医
療
等
の
応
用
分
野
に

も
新
た
な
技
術
的
発
展
を
も
た
ら
す
成
果

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
川
田
順
造
氏
は
、
長
き
に
わ
た
り
、
西

ア
フ
リ
カ
の
無
文
字
社
会
に
お
け
る
慣
行

や
伝
承
を
対
象
に
現
地
調
査
を
進
め
、
特

に
身
体
技
法
の
研
究
と
語
り
、
音
楽
、
図

像
な
ど
に
よ
る
非
文
字
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
研
究
で
文
化
人
類
学
界
を
主
導
し

て
き
た
。
大
著
「
口
頭
伝
承
論
」
に
結
実

す
る
後
者
の
研
究
は
、
文
字
を
介
さ
な
い

歴
史
認
識
の
あ
り
方
を
口
頭
伝
承
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
降
、

こ
の
両
者
の
研
究
を
結
び
つ
け
、
声
と
身

体
と
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め

ぐ
っ
て
民
俗
学
、
国
文
学
、
哲
学
、
音
楽

学
、
美
術
史
な
ど
と
の
学
際
的
な
共
同
研

究
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

西
ア
フ
リ
カ
、
日
本
と
い
う
３
つ
の
文
化

を
比
較
考
量
す
る
も
の
と
し
て
自
ら
提
唱

し
た
「
文
化
の
三
角
測
量
」
を
技
術
文
化

に
あ
て
は
め
、
従
来
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
別
様
に
語
ら
れ
て
き
た
モ
ノ
と
ヒ
ト

と
を
統
合
的
に
捉
え
る
道
を
開
い
た
。

　
眞
鍋
淑
郎
氏
は
、
気
温
や
気
圧
な
ど
大

気
の
複
雑
な
動
き
を
分
析
す
る
た
め
、
大

気
を
地
上
か
ら
上
空
ま
で
の
一
本
の
柱
と

し
て
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
を
作
成
、
こ
の

モ
デ
ル
に
よ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

の
増
加
に
よ
り
対
流
圏
の
温
度
が
上
昇
す

る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
定
量
的
に
示
し

た
。
大
気
と
海
の
熱
の
や
り
取
り
も
組
み

込
ん
だ
、
実
際
の
大
気
と
同
じ
３
次
元
構

造
の
モ
デ
ル
も
開
発
、
こ
れ
は
現
在
も
活

用
さ
れ
る
気
候
モ
デ
ル
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
。眞
鍋
氏
は
、日
本
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
し
ば
し
ば
日
本
を
訪
問
し
て
研
究
指

導
や
講
義
を
行
い
、
１
９
９
７
年
か
ら
５

年
間
は
日
本
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
、
日
本
に
お
け
る
気
候
変
動
研

究
を
最
先
端
に
導
い
た
貢
献
も
大
き
い
。

　
森
重
文
氏
は
、
代
数
多
様
体
の
極
小
モ

デ
ル
で
あ
る
森
理
論
を
創
造
し
た
。
代
数

幾
何
学
と
は
、
代
数
方
程
式
に
よ
っ
て
定

義
さ
れ
た
図
形
（
代
数
多
様
体
）
を
研
究

す
る
学
問
分
野
。
１
次
元
の
場
合
に
あ
た

る
代
数
曲
線
は

世
紀
後
半
に
、
２
次
元

の
代
数
曲
面
に
関
し
て
は

世
紀
前
半
に

集
中
的
に
研
究
さ
れ
完
全
に
理
解
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
３
次
元
以
上
の
代
数
多
様

体
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
た
め
、
高
次
元

代
数
多
様
体
の
分
類
は
代
数
幾
何
学
に
お

け
る
最
も
中
心
的
か
つ
挑
戦
的
な
課
題
と

し
て
君
臨
し
て
き
た
。
森
氏
は
、
ハ
ー
ツ

ホ
ー
ン
予
想
の
解
決
に
よ
り
、
こ
の
問
題

の
解
決
へ
の
端
緒
を
開
い
た
。
特
に
３
次

元
射
影
多
様
体
の
構
造
定
理
を
示
し
た
こ

と
は
、
高
次
元
代
数
多
様
体
の
端
収
縮
射

の
分
類
な
ど
重
要
な
問
題
で
成
果
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
近
年
の
高
次
元
極
小
モ
デ

ル
理
論
の
大
き
な
発
展
へ
の
道
筋
を
開
い

た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
業
績
に
よ
り
、
ア

ジ
ア
人
と
し
て
初
め
て
国
際
数
学
連
合
総

裁
を
務
め
た
。

　
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
館
長
の
石
毛
直
道
氏
は
、
文

化
人
類
学
の
分
野
に
お
い
て
、
従
来
中
心
的
な
テ
ー
マ
と

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
食
」
に
つ
い
て
、
パ
イ
オ
ニ

ア
か
つ
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
研
究
を
進
め
、
食
生

活
の
物
質
的
側
面
（
食
品
加
工
）
と
精
神
的
側
面
（
食
事

行
動
）
と
を
統
合
的
に
捉
え
た
食
文
化
研
究
と
い
う
新
た

な
地
平
を
切
り
開
く
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
内
田
伸
子
氏
は
、
心

理
学
の
分
野
に
お
い
て
、
主
に
子
供
の
発
達
段
階
に
着
眼

し
、
言
語
、
思
考
、
育
児
、
教
育
、
福
祉
等
の
幅
広
い
領

域
で
の
研
究
に
よ
り
、
人
の
心
の
成
長
や
環
境
の
働
き
、

子
供
と
養
育
者
の
か
か
わ
り
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る

な
ど
の
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
分
子
科
学
研
究
所
所
長
の
川
合
眞
紀
氏
は
、
表
面
科
学

の
分
野
に
お
い
て
、
窒
素
酸
化
物
を
分
解
す
る
個
体
触
媒

反
応
の
機
構
解
明
や
金
属
複
酸
化
物
の
研
究
、
さ
ら
に
走

査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
を
用
い
た
単
分
子
化
学
反
応
の
実
現

な
ど
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
岩
手
県
立
大
学
長
の
鈴
木
厚
人
氏
は
、
素
粒
子
物
理
学

の
分
野
に
お
い
て
、
新
た
に
開
発
し
た
カ
ム
ラ
ン
ド
実
験

施
設
に
よ
り
原
子
炉
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
現
象
を
世
界
で

初
め
て
観
測
し
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
質
量
が
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
な
ど
の
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
昭
和
大
学
名
誉
教
授
の
須
田
立
雄
氏
は
、
基
礎
歯
学
・

生
化
学
の
分
野
に
お
い
て
、
日
本
の
骨
代
謝
研
究
を
黎
明

期
か
ら
支
え
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
代
謝
調
節
や
そ
の
臨
床
応

用
等
に
取
り
組
み
、
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
構
造
決
定
や

骨
粗
鬆
症
の
基
本
的
な
治
療
薬
と
な
る
合
成
誘
導
体
を
考

案
す
る
な
ど
の
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
が
ん
研
究
会
が
ん
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
の
中
村
祐
輔
氏
は
、
遺
伝
医
学
・
ゲ
ノ
ム
医
学
の
分

野
に
お
い
て
、
疾
患
の
原
因
遺
伝
子
等
に
関
す
る
数
々
の

卓
越
し
た
研
究
業
績
に
よ
り
、
患
者
の
遺
伝
的
差
異
・
多

様
性
に
基
づ
く
個
別
化
医
療
の
推
進
に
主
導
的
役
割
を
果

た
す
な
ど
の
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

▼
　
　
　
▼

　
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
山
口
仲
美
氏
は
、
日
本
語
学
の

分
野
に
お
い
て
、
平
安
文
学
を
対
象
に
文
体
や
語
彙
の
特

質
を
分
析
し
、
作
品
の
成
立
年
代
や
作
者
の
解
明
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
擬
音
語
・
擬
態
語
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
が

日
本
語
の
豊
か
さ
・
多
様
性
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
の
変
遷
の
歴
史
か
ら
明

ら
か
に
す
る
な
ど
の
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
各
国
と
も
出
入
国
管
理
を
厳
格
化
し
て
い
る
が
、
留
学
生
や
研
究

者
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
多
く
の
国
が
制
限
を
緩
和
し
、
国
際
共
同
研
究
活
動
も
活
発

化
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
だ
け
が
国
際
人
材
交
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

の
大
学
・
大
学
共
同
利
用
機
関
で
構
成
す
る
研
究
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
留
学
生
や
外
国
人
研
究
者
へ
の
ビ
ザ
発
給
や
入
国
に
関
す
る
柔

軟
な
対
応
を
求
め
る
提
言
を
政
府
に
提
出
し
た
。

　
Ｇ
７
以
外
で
も
、お
隣
の
韓
国
で
は
、今
年
上
半

期
に
３
・
４
万
人
の
留
学
生
を
入
国
さ
せ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
留
学
生
で
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て

い
た
人
は
い
た
も
の
の
、
入
国
時
の
検
査
や
待
機

期
間
中
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
留
学
生
か

ら
感
染
が
拡
大
し
た
事
例
は
な
い
。
水
際
対
策
を

徹
底
す
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
一
時
隔
離
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
構
築
し
た
上
で
、
早
急
に
柔
軟
に
ビ
ザ

を
発
給
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
日
本
は

世
界
か
ら
孤
立
し
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。

　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
コ
ロ

イ
ド
・
高
分
子
物
性
学
分
野
の
山
中
淳
平
教
授
、

奥
薗
透
准
教
授
、
豊
玉
彰
子
准
教
授
と
多
く
の

大
学
院
生
・
学
生
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
同
大

研
究
科
精
密
有
機
反
応
学
分
野
の
樋
口
恒
彦
教

授
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
性
子
科
学
技
術
機
構

の
ジ
テ
ン
ド
ラ
・
マ
タ
博
士
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
、
日

本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｓ
Ｆ
）
、
有
人
宇
宙

シ
ス
テ
ム
、
エ
イ
・
イ
ー
・
エ
ス
と
共
同
で
、

コ
ロ
イ
ド
微
粒
子
の
会
合
・
凝
集
に
関
す
る
研

究
を
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
採
択
テ
ー
マ

と
し
て
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
で
２
０
１
９
年
７
月

か
ら
実
施
。
正
と
負
の
電
荷
を
も
っ
た
粒
子
の

会
合
体
を
作
製
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
ゲ
ル
で

固
定
さ
れ
た
試
料
の
分
析
か
ら
、
地
上
で
は
形

成
さ
れ
難
い
高
比
重
粒
子
の
会
合
体
が
生
成
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
少
数
の
原
子
・
分
子
の
会
合
体
（
ク
ラ
ス
タ

ー
）
は
、
結
晶
成
長
の
初
期
過
程
や
、
細
胞
内

で
の
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
の
形
成
ま
で
、
自
然

界
に
広
く
観
察
さ
れ
る
。
研
究
で
は
、
大
き
さ

が
約
１
μ
㍍
程
度
の
コ
ロ
イ
ド
粒
子
が
水
中
で

自
発
的
に
集
合
し
て
形
成
さ
れ
る
会
合
体
に
つ

い
て
、
微
小
重
力
環
境
で
実
施
し
た
。
正
と
負

に
帯
電
さ
せ
た
粒
子
を
用
い
、
ク
ー
ロ
ン
力
で

集
合
さ
せ
る
。
コ
ロ
イ
ド
会
合
体
は
、
光
学
分

野
の
材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
光
学

応
用
に
は
高
屈
折
率
の
材
料
が
必
要
と
な
る
。

高
屈
折
率
材
料
は
通
常
高
比
重
の
た
め
、
地
上

で
は
沈
降
の
影
響
が
大
き
く
、
正
確
な
実
験
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
微
小
重
力
環

境
が
有
効
と
な
る
。

　
実
験
で
は
、
正
と
負
の
電
荷
を
持
つ
１
μ
㍍

程
度
の
粒
子
を
水
に
分
散
さ
せ
た
コ
ロ
イ
ド
液

が
、
宇
宙
飛
行
士
に
よ
っ
て
微
小
重
力
環
境
下

で
混
合
さ
れ
、会
合
体
を
生
成
し
た
。そ
の
後
、

試
料
全
体
が
高
分
子
ゲ
ル
で
固
定
さ
れ
、
地
上

へ
輸
送
さ
れ
、
今
年
３
月
に

本
程
度
の
試
料

が
同
大
に
届
き
、
分
析
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、高
比
重
粒
子（
チ
タ
ニ
ア
粒
子
）

の
会
合
体
の
生
成
を
確
認
で
き
た
。
今
後
さ
ら

に
詳
細
な
解
析
を
行
い
、
粒
子
の
会
合
に
対
す

る
微
小
重
力
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

研
究
成
果
は
、
光
を
閉
じ
込
め
る
新
規
材
料
や

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
作
製
、
ま
た
生
体
内
で
の

凝
集
現
象
の
解
明
な
ど
に
も
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。

　
山
中
教
授
の
話
「
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
会
合
体

の
作
製
を
試
み
、
長
時
間
後
も
粒
子
が
会
合
し

ゲ
ル
固
定
で
き
る
条
件
を
探
し
ま
し
た
。
地
上

で
は
会
合
実
験
が
困
難
で
す
が
、
宇
宙
サ
ン
プ

ル
は
均
一
で
、沈
殿
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。今
後
、

顕
微
鏡
観
察
で
、
チ
タ
ニ
ア
粒
子
会
合
体
の
会

合
数
分
布
や
形
状
の
対
称
性
を
調
べ
、
将
来
的

に
は
、
実
験
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
も
と
に
、

将
来
は
コ
ロ
イ
ド
結
晶
を
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶

な
ど
の
光
材
料
と
し
て
活
用
し
た
い
」

　
■
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
　
屈
折
率
が
光
の

波
長
の
オ
ー
ダ
ー
（
可
視
光
線
で
は
４
０
０

～
８
０
０

㍍
）
で
周
期
的
に
変
化
す
る
構

造
体
。
結
晶
内
部
の
光
の
伝
わ
り
か
た
を
、

構
造
に
よ
っ
て
制
御
で
き
る
。

地
上
に
帰
還
し
、
バ
ッ
グ
か
ら
取
り

出
し
て
切
断
し
た
試
料

第

回
衆
議

院
議
員
総
選

挙
と
第

回

最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民

審
査
が

月


日
に
行
わ
れ
る
。
期
日
前
投

票
の
期
間
は

日
か
ら

日
に

指
定
さ
れ
、
各
自
治
体
は
各
所

に
投
票
所
を
設
け
て
い
る
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
混
雑
の
程
度
を
表
示
し
て

い
る
の
で
感
染
症
対
策
の
参
考

に
し
て
ほ
し
い
▼
期
日
前
投
票

は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
第
１
５
６
回
国

会
で
成
立
し
、
平
成

年
（
２

０
０
３
年
）

月
１
日
か
ら
施

行
。
従
来
の
不
在
者
投
票
制
度

が
改
め
ら
れ
、
手
続
き
の
簡
素

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
改
正
前

は
役
所
の
窓
口
で
投
票
用
紙
を

二
重
の
封
筒
に
入
れ
る
な
ど
手

間
が
か
か
っ
た
▼
日
本
の
投
票

率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
総
務

省
に
よ
れ
ば
、
全
年
齢
を
通
じ

た
投
票
率
は
直
近
の
選
挙
で
衆

参
と
も
に

％
で
、
若
い
年
代

ほ
ど
低
い
。
今
回
の
選
挙
は


代
に
と
っ
て
２
回
目
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
な
る
が
、
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
は

代
の

投
票
率
は
２
回
目
で
約

％
と

な
り
、
１
回
目
の
約

％
か
ら


代
と
同
程
度
ま
で
大
幅
に
下

が
っ
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
コ

ロ
ナ
渦
の
影
響
で
従
来
と
の
変

動
が
予
想
さ
れ
る
が
、
長
期
的

に
投
票
率
が
上
が
る
方
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
▼
若
者
の
投

票
率
向
上
の
た
め
ネ
ッ
ト
投
票

の
検
討
が
２
０
１
７
年
く
ら
い

か
ら
政
府
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
た
在
外
選
挙
人
を
対
象
と

し
た
実
証
実
験
で
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
な
ど
に
ま
だ
課
題

が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
実
現

す
れ
ば
、
幅
広
い
人
に
平
等
な

投
票
環
境
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
多
少
の
時
間
は
か
か

っ
て
も
実
現
を
期
待
し
た
い
。

　
国
際
共
同
研
究
を
行
う
際
、

お
互
い
の
学
生
や
若
手
研
究
者

を
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
に
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、
密
度
の
高
い

共
同
研
究
と
人
材
育
成
を
同
時

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
国
際
的
な
人
材
交
流
は
、

優
秀
な
学
生
が
大
学
を
選
ぶ
際

に
も
重
視
さ
れ
、
国
際
的
な
人

材
獲
得
競
争
に
お
い
て
重
要
な

要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
っ
て
、
各
国
は
水
際
対
策

を
強
化
し
て
き
た
が
、
日
本
以

外
の
Ｇ
７
各
国
は
、
学
術
研
究

や
産
業
の
振
興
と
い
う
観
点
か

ら
、
国
際
的
な
研
究
者
交
流
や

留
学
生
の
確
保
を
再
開
し
て
い

る
。

　
日
本
の
大
学
や
研
究
機
関
に

憧
れ
、
海
外
か
ら
や
っ
て
く
る

留
学
生
の
存
在
は
、
日
本
の
国

際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

と
と
も
に
、
大
学
の
研
究
教
育

に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

含
む
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
の
研
究

上
位
国
で
も
同
様
で
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
か
ら
、
高
い
学
力
を
有

す
る
留
学
生
は
世
界
的
な
奪
い

合
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
激
し
い
競
争
の
中
、
日
本
が

ア
メ
リ
カ
な
ど
よ
り
も
有
利
で

あ
っ
た
点
は
、地
理
的
な
近
さ
、

親
し
み
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
や
、
ビ
ザ
の
取
り
や
す
さ
な

ど
だ
っ
た
が
、
現
在
は
こ
う
し

た
日
本
に
有
利
な
点
が
な
く
な

っ
て
い
る
。

　
国
費
留
学
生
に
つ
い
て
は
、

受
け
入
れ
に
向
け
た
ビ
ザ
発
給

な
ど
が
動
き
始
め
て
い
る
も
の

の
、ビ
ザ
発
給
業
務
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
水
際
対
策
の
た
め
に
外

務
省
本
省
が
一
括
し
て
審
査
し

て
い
る
た
め
、
発
給
が
遅
延
し

て
い
る
。
Ｒ
Ｕ

な
ど
の
研
究

大
学
で
も
、
留
学
生
の
入
国
が

半
年
近
く
遅
延
し
た
り
、
入
国

予
定
が
立
た
な
い
こ
と
も
数
十

か
ら
数
百
件
単
位
で
起
こ
っ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
私
費
留
学
生
に
つ
い

て
は
全
く
め
ど
が
立
っ
て
い
な

い
。
私
費
留
学
生
に
は
大
学
が

在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
入
管

に
申
請
し
て
、
証
明
書
は
発
行

さ
れ
る
も
の
の
、
証
明
書
が
あ

っ
て
も
大
使
館
も
ビ
ザ
は
出
せ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
実
際
に
は
講
義
を
受
け
ら
れ

な
い
の
に
、
授
業
料
を
払
っ
て

い
る
留
学
生
も
多
く
、
各
大
学

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
努
力
し
て
い

る
も
の
の
、
入
国
管
理
や
ビ
ザ

の
発
給
状
況
と
、
大
学
や
日
本

語
学
校
に
お
け
る
留
学
生
の
受

け
入
れ
と
の
連
携
が
ほ
と
ん
ど

取
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
つ
入

国
で
き
る
の
か
学
生
も
大
学
も

分
か
ら
な
い
。
多
く
の
留
学
生

は
不
満
を
募
ら
せ
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
今
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
日
本
へ
の
信
頼
が
失

わ
れ
か
ね
な
い
。

　
実
際
、
２
０
１
９
年
と

年

を
比
較
す
る
と
、
国
際
共
同
研

究
の
数
は
３
分
の
１
ま
で
低
下

し
て
い
る
が
、
海
外
の
研
究
者

を
中
長
期
に
招
聘
し
よ
う
と
し

て
も
、
研
究
目
的
で
入
国
す
る

た
め
の
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
な
い

と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　
提
言
で
は
、
日
本
の
研
究
力

強
化
を
こ
れ
以
上
妨
げ
な
い
た

め
に
、
研
究
や
留
学
を
目
的
と

し
た
海
外
研
究
者
や
留
学
生

（
国
費
だ
け
で
な
く
私
費
留
学

生
を
含
む
）
へ
の
ビ
ザ
発
給
や

入
国
に
つ
い
て
、
一
定
の
ル
ー

ル
の
も
と
、
柔
軟
な
対
応
を
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　国際学術会議（ＩＳＣ：International Science Council）
の総会で、小谷元子東北大学副学長（数学、微分幾何
学、離散幾何解析学）が次期会長に、白波瀬佐和子国
連大学上級副学長（人口の社会学）が財務担当副会長
にそれぞれ選出された。ＩＳＣは世界最大の非営利学
術団体で、のアカデミーとの学術連合等で構成
される。自然科学系のICSU（国際科学会議）とISSC
（国際社会科学評議会）が年に合併して発足した。
ICSUでは茅誠司氏と黒田玲子氏が副会長、吉川弘之
氏が会長を務めたが、ＩＳＣが発足してから理事会メ
ンバーに日本人が選ばれたのは今回が初めて。

　
小
谷
氏
は
「
大
変

光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、
大
き
な
責
任
を

感
じ
て
い
る
。
私
自

身
、
こ
れ
ま
で
持
続

的
発
展
の
た
め
の
科

学
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
を
感
じ
る
社
会
の
た
め

の
科
学
の
重
要
性
を
様
々
な
場
面
で
訴
え
て
き

た
。
ま
た
私
自
身
の
エ
フ
ォ
ー
ト
の
多
く
を
社
会

の
た
め
の
科
学
に
割
い
て
き
た
が
、
２
０
２
０
年

１
月
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

の
話
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で

聞
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
事
態
に
な
る
こ
と
を
、
科

学
の
立
場
か
ら
十
分
に
想
定
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え
が
い
か
に
浅
い
も

の
だ
っ
た
か
を
痛
感
し
た
。
学
問
分
野
、
国
や
地

域
の
壁
を
超
え
て
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

対
話
を
繰
り
返
し
、
多
く
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い

き
た
い
。
今
期
は
い
わ
ば
見
習
い
の
３
年
間
（
次

期
会
長
は
理
事
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
３
年
間
活
動

し
、
そ
の
後
会
長
に
就
任
す
る
）
。
ピ
ー
タ
ー
・

グ
ル
ッ
ク
マ
ン
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
会
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
次
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

◇

　
白
波
瀬
氏
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

科
学
の
も
つ
意
味
や

役
割
が
こ
れ
ほ
ど
重

要
な
時
期
は
な
く
、

新
た
な
科
学
と
社
会

と
の
関
係
構
築
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
係
る
倫
理
の
問
題
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
複
雑
か
つ
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ

Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
社
会
科
学
分
野
の
役
員
と
し
て
、

文
理
を
超
え
た
学
術
機
関
の
新
展
開
に
向
け
て
少

し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

◇

　
日
本
学
術
会
議
の
梶
田
隆
章
会
長
は
「
お
ふ
た

り
の
研
究
業
績
が
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
世
界
に
お
け
る
日
本
の
研
究
者
、
と
り
わ
け

女
性
研
究
者
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
」
と
話
し
た
。

小谷元子氏

白波瀬佐和子氏



深
水
昭
吉
会
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　

（
筑
波
大
学
生
存
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）


月
３
～
５
日

　
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
と
つ
な
が
る
生
化
学

若
い
人
の
順
応
力
に
期
待

経
験
を
今
後
に
活
か
し
て

「
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
」で
決
断

内
容
少
な
め
に
す
る
の
も
一
案

海
外
で
活
躍
の
研
究
者
が
登
場

未来が加速度的に訪れた

第回　日本生化学会大会
テーマ「Ｂeｆore Ｃoron a（ＢＣ），Ａｆter Ｄｉsease（ＡＤ）」

（６）第３８４７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）（週　刊）

　【ふかみず・あきよし】筑波大学第二学群農林学類
卒業、環境科学研究科および農学研究科で修士・博士
を取得。年から筑波大学応用生物化学系助手、講
師、米国Ｓａｌｋ研究所への留学を経て助教授、年
から筑波大学生存ダイナミクス研究センター（先端学
際領域研究センターから改組）教授。年から「
世紀ＣＯＥプログラム（生命科学）」拠点リーダー、
年から新学術領域研究領域長を務める。同大学改組
により年から生命環境科学研究科教授、年から生
命地球科学研究群教授を併任。農学博士。

　
日
本
生
化
学
会
は
第

回
大
会
を

月
３
日
か
ら
５
日
の
３
日
間
、Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
す
る
。「Before Corona(BC), After Disease(AD)

」

を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
く
生
化
学
分
野
の
最
新
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
。
今
大
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
て
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
を
選
択
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
可
能
性
を
探
り
、
企
画
を
立
て
た
と
い
う
。
今

大
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
や
開
催
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
深
水
昭
吉
会
頭
（
筑
波
大
学
生
存
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
に
お
話

を
伺
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
第

回
日
本
生
化
学
会
大
会
特
集
（
６
～
７
面
）

　
―
―
学
生
さ
ん
や
若
手
研
究
者
の
方
々
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

　
私
が
一
番
初
め
に
所
属
し
た
の
が
日
本
生
化
学

会
で
、
そ
れ
以
降
ず
っ
と
所
属
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
参
加
し
た
大
会
は
、
私
が
修
士
１
年
生
の
時

で
、
そ
れ
ま
で
大
会
は
大
学
を
会
場
に
行
わ
れ
、

口
頭
発
表
が
中
心
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
導
入
さ
れ
た
こ
ろ
で
し
た
。
当

時
は
今
の
よ
う
に
き
れ
い
に
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ

ー
で
は
な
く
、
大
き
な
模
造
紙
に
図
を
貼
っ
て
作

っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
参
加
し
た
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

　
若
い
時
は
、
発
表
に
自
分
が
や
っ
た
研
究
内
容

を
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
発
表
に
熱
意
は
重
要
で
す
。
し
か
し
私
は
、

年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
、
い
か
に
伝
え
る
（
伝
わ

る
）
の
か
を
重
視
し
て
、
む
し
ろ
少
な
め
の
内
容

で
発
表
す
る
と
い
う
方
法
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
ま

し
た
。
海
外
で
の
発
表
も
同
様
で
す
。
質
疑
応
答

で
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
方
や
疑
問
を
も
っ
た
方

た
ち
か
ら
の
質
問
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
、
理
解
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
、
あ
る
い
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
伝

わ
る
、「Less (information) is more (effective)

」

も
ひ
と
つ
の
方
法
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
少
な
い
情
報
の
発
表
を
す
る
と
い
う
の
は

少
し
勇
気
が
い
る
の
で
す
が
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

に
積
極
的
に
質
疑
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
方
策
と

し
て
、試
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
よ
り
よ
い
方
法
を
探
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
―
―
今
大
会
の
テ
ー
マ「Before Corona(BC), 

After Disease(AD)

」
に
は
ど
の
よ
う
な
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
の
テ
ー
マ
に
は
、
コ
ロ
ナ
が
変
え
た
世
界

の
状
況
か
ら
、
人
類
が
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く

今
後
の
展
開
に
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
、

Ａ
Ｄ
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

「
紀
元
前
」
「
紀
元
後
」
の
頭
文
字
で
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
前
の
世
界
・
社
会
と
、
そ
の
後
に
進

展
し
て
い
く
新
し
い
科
学
や
社
会
が
あ
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
発
想
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
の
意
味
と
し
て
、
私
が
若
手
研
究
者

の
こ
ろ
の
経
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
挨
拶

文
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
染
色
体

が
理
解
さ
れ
る
前
「Before Chromosome(BC)

」

と
、
そ
れ
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
ら
せ
ん
構
造
が
明

ら
か
に
な
っ
た
後
「After DNA(AD)

」
で
す
。

こ
の
２
つ
の
解
明
に
よ
り
、
生
命
科
学
の
世
界
が

激
変
し
ま
し
た
。Ｄ
Ｎ
Ａ
の
理
解
が
進
む
こ
と
で
、

タ
ン
パ
ク
質
や
糖
、
脂
質
と
い
っ
た
歴
史
あ
る
研

究
に
も
大
き
な
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
個

別
の
分
子
の
研
究
か
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
や
糖
、
脂

質
が
複
合
体
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
概
念
が
生

ま
れ
た
こ
と
も
新
展
開
で
あ
り
、
あ
る
ポ
イ
ン
ト

を
起
点
に
し
て
、
人
類
の
科
学
の
歴
史
が
進
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
社
会
や
経
済
に
加
え
て
、
科
学
の
世
界
も
良
い

状
況
に
早
く
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
が
、
２

０
２
０
～

年
に
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ

っ
て
、
来
た
る
べ
き
未
来
が
、
あ
る
い
は
向
か
う

べ
き
だ
っ
た
未
来
が
加
速
度
的
に
我
々
に
訪
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
今
回
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ャ
ー
プ
先
生
や
水
島
昇
先
生
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
企
画
す
る
先
生
方
と
も
共
有
し

て
い
ま
す
。

　
―
―
参
加
さ
れ
る
先
生
や
学
生
さ
ん
へ
の
期
待

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
参
加
さ
れ
る
先
生
方
に
は
、
お
忙
し
い
中
で
、

ご
自
身
の
発
表
や
学
生
さ
ん
の
発
表
の
準
備
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
一
方
、
特
に
マ
ス
タ
ー
２
年
生
、
あ
る
い

は
ド
ク
タ
ー
３
年
生
、
４
年
生
の
方
々
は
、
こ
の

２
年
く
ら
い
、
な
か
な
か
学
会
に
積
極
的
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
当
初
は
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
ず
第
一

に
学
生
さ
ん
に
発
表
の
機
会
を
つ
く
っ
て
差
し
上

げ
た
い
と
現
地
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
的
に

回
、

回
と
連
続
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と

な
り
、
そ
こ
が
一
番
私
た
ち
に
と
っ
て
気
が
か
り

で
す
。
実
際
に
会
い
、
発
表
し
、
そ
こ
で
質
疑
応

答
し
議
論
を
交
わ
す
こ
と
は
大
き
な
成
長
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　
し
か
し
、
今
の
若
い
方
々
は
環
境
に
順
応
す
る

能
力
が
と
て
も
高
い
の
で
、
こ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
大
会
の

経
験
を
今
後
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、
国
内
外
の
学
会
も
現
地
開
催
が
可

能
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
、
さ
ら
に
は
ア
バ

タ
ー
（
や
ホ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
利
用
す
る
よ
う
な
臨

場
感
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
手
法
も
導
入
さ
れ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
若
い
方
に
は
多
様
な
経
験

を
積
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
―
―
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
当
初
は
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
ノ
ー
ス
で
の
開
催
を

目
指
し
、
会
員
に
も
そ
の
旨
お
伝
え
し
、
皆
様
も

そ
の
つ
も
り
で
準
備
を
進
め
て
い
て
く
だ
さ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
波
が
あ

り
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
５
～
７
月
頃
に
は
状
況

が
逼
迫
。
そ
の
間
、
現
地
の
開
催
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を

大
会
組
織
委
員
会
で
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
の
８
支
部
か
ら
参
加
さ
れ
る
先
生

方
、
学
生
さ
ん
た
ち
、
協
賛
企
業
様
の
ご
予
定
を

考
え
、
８
月
上
旬
に
最
終
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
を
決

断
い
た
し
ま
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
人
間
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
問
題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健

康
あ
っ
て
の
研
究
、
人
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を
検
討
で
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
大
き
な
経
験
値
に
な
り
、
こ
の
経
緯
や
内

容
を
学
会
で
共
有
し
、
今
後
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
菊
池
章
会
長
、

水
島
昇
副
会
長
、
一
條
秀
憲
副
会
長
、
大
会
組
織

委
員
会
の
先
生
方
や
事
務
局
の
方
々
に
多
大
な
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
―
―
今
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

　
今
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
可
能
に
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
探
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
と

つ
な
が
る
生
化
学
会
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
海
外
に
留
学
し
て
い
る
若
い
先
生
は
、
海
外
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
く
半
面
、
日
本

の
大
学
で
研
究
さ
れ
て
い
た
と
き
よ
り
学
会
と
の

関
わ
り
が
薄
れ
る
と
い
う
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
私
た
ち
は
、

オ
ン
タ
イ
ム
で
海
外
と
つ
な
が

っ
て
、
研
究
室
を
主
宰
し
て
い

る
立
場（
Ｐ
Ｉ
Principal Inve

stigator

）
に
な
っ
た
若
い
先

生
方
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
ま

し
た
。
海
外
で
活
躍
し
て
い
る

日
本
人
研
究
者
あ
る
い
は
同
世

代
の
外
国
人
研
究
者
の
方
々

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
オ
ー
ガ

ナ
イ
ザ
ー
や
発
表
者
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
つ

な
が
る
企
画
を
つ
く
り
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
企
画
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

件
の
う
ち
、
３
件
が

海
外
と
つ
な
い
だ
オ
ン
タ
イ
ム

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
そ
の

ほ
か
の

件
も
オ
ン
タ
イ
ム
で

国
内
の
先
生
方
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。
公
募
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


件
と
あ
わ
せ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
合
計

件
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
講
演

は
１
０
８
０
題
、
そ
の
う
ち
３
０
９
題
（

セ
ッ

シ
ョ
ン
）
が
口
頭
発
表
で
す
。

　
特
別
講
演
は
１
９
９
３
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
米
国
）
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ャ
ー
プ
先
生
と
、
紫
綬
褒
章
を
は

じ
め
多
く
の
学
術
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
東
京
大

学
の
水
島
昇
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ー

プ
先
生
は
分
断
さ
れ
た
遺
伝
子
仮
説
の
発
見
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
大
き
な
発
見
の
１
つ
で
す
。
水
島
先
生
は
大

変
著
名
な
タ
ン
パ
ク
分
解
の
先
生
で
あ
り
、
日
本

生
化
学
会
に
も
深
く
関
わ
っ
て
お
ら
れ
、
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
先
生
方
に
も
最
新
の

研
究
成
果
の
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
第

回
日
本
生
化
学
会
大
会
の
ポ
ス
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
当
初
会
場
に
予
定
さ
れ
て
い
た
横

浜
み
な
と
み
ら
い
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
の
研
究
室
の
マ
ス
タ
ー
２
年
生
の
学
生

さ
ん
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
仕
上
げ
て
く
れ
た
も
の

で
あ
り
、
彼
女
た
ち
が
学
部
の
４
年
生
に
な
っ
た

時
、

回
大
会
の
会
頭
を
務
め
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
当
初
、
多
く
の
方

か
ら
彼
女
た
ち
の
創
意
工
夫
に
つ
い
て
お
声
が
け

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
一
番
右
は
、
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
す
が
、
窓
に
見
え
る
と
こ
ろ
が

周
期
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
横
浜
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
は
三
角
フ
ラ
ス
コ
、
観
覧
車
は

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
ら
せ
ん
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
ゴ

ン
ド
ラ
は
化
学
の
ベ
ン
ゼ
ン
環
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

は
染
色
体
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
が
ろ
う
そ
く
、
中
華

街
は
生
化
学
会
の
看
板
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
プ

ロ
の
手
は
借
り
ず
に
、と
て
も
生
化
学
会
ら
し
く
、

彼
女
た
ち
の
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
大
き
い
ポ
ス
タ
ー
で
改
め
て

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
第

回
日
本
生

化
学
会
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
。
随
所
に
意

匠
を
凝
ら
し
て
横
浜
み
な
と
み
ら
い
の

街
を
表
現
し
た
力
作
だ
。



安
全
で
信
頼
性
高
く

心
地
よ
い
ラ
ボ
空
間
構
築

オカムラ

液体窒素の再充填不要
環境に優しい低温試料保存容器

Ｐ
Ｈ
Ｃ

学会関連製品紹介

年度ＪＢ論文賞

日
本
生
化
学
会
Ｊ
Ｂ
審
査
員
賞

特
集
　
第

回
　

日
本
生
化
学
会
大
会

各 賞 表 彰

第回柿内三郎記念賞

柿内三郎記念奨励研究賞

年度奨励賞

（７） 第３８４７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）（週　刊）

　オカムラ（横浜市西区北幸１－４－１）の
ラボシステムＰＩＳＴＥ［ピスト］は、「ベ
ンチ（実験台）」と「パーティション」で、
はたらき心地のよいラボ空間を構築できる今
までにないラボシステムである。
　「もっとよい環境で実験したい」、「研究
や実験のテーマにより作業環境を変えたい」、
「機器類が多すぎてスペースが不足してい
る」などラボワーカーのさまざまな要望から
誕生した。
　例えば、上下昇降実験台も組み込み可能で、
天板の電動昇降機能により、実験内容や作業
に合わせて目線や姿勢を変えられ、安全で信
頼性の高い研究環境を実現する。
　また、座り心地のよいソファをセットする
ことで、休憩やＰＣ作業、ラボワーカー同士
の確認作業や簡単なミーティングも可能で、
コミュニケーションを促進する場をつくり、
働き方を変化させ、「気づき」をあたえる。

　パーティションも部屋を仕切るだけでな
く、実験台や棚などのパーツを組み込むこと
ができ、壁面を実験スペースとして有効に活
用することもできる。
　オカムラは、「人を想い、場を創る。」をモッ
トーに、すべてのラボワーカーのためにはた
らき心地のよいラボ空間づくりを提案する。
　【ＰＩＳＴＥの構成】ベンチ（実験台）、
パーティション、ソファユニット、各種品揃
えが充実したオプション

　ＰＨＣ（東京都港区西新橋２－
－５）バイオメディカ事業部が４
月から取り扱いを開始した「MVE 
Fusion 1500™」は液体窒素の再充填
が不要な、環境に優しく画期的な低
温試料保存容器である（輸入販売元
は株式会社巴商会）。
　再充填が不要な仕組みは、液体窒
素本体タンクの中に入れた液体窒
素（約Ｌ）が気化しても、MVE 
Fusion 1500™上部にあるクライオク
ーラーで気化した液体窒素を冷却し
再液化するからだ。
　ゆえに、従来の液体窒素ステンレ
スタンクには必須であった液体窒素
配管や液体窒素共有設備が不要のた
め、初期費用や設置に必要な床面積
や検討時間を大幅に抑えることがで

きる。しかもＶ電源のみで稼働
し、電源喪失後も７日間は－度
Ｃ以下を保ち続ける。また、液体窒
素本体タンクと試料保存空間が物理
的に分かれているため、液体窒素由
来のコンタミ（異物混入）リスクを
抑制する。

　本体高さｍｍ、容器幅ｍ
ｍ、総重量（液体窒素充填後）
㌔の基本スペックであり、外部出力
としては本体から「無電圧接点ａ接」
を、外付け温度表示器から「４～
ｍＡのアナログ出力」を得ることが
できる。ゆえに、オプションとして
「Lab Alert PRO」というクラウドサ
ーバー使用のモニタリングシステム
と組み合わせることもできる。
　最大31,200本の注射剤容器（バイ
アル）を収容・保存できる。さらに
現在の新型コロナ禍においては、研
究員と液体窒素を充填する外部業者
との接触リスクを回避できる点もメ
リットの１つといえる。
　ＰＨＣバイオメディカ事業部
は、MVE Fusionを取り扱うことによ
って、総合的な保存ソリューション
を顧客に提供する。
　具体的な問い合わせはＰＨＣ株式
会社バイオメディカ事業部各営業所
もしくは下記ＨＰまで。
https://www.phchd.com/jp/biomedical/p
reservation/fusion

　「Crystal structure of the complex of the in
teraction domains of Escherichia coli DnaB he
licase and DnaC helicase loader: structural ba
sis implying a distortion-accumulation mechan
ism for the DnaB ring opening caused by Dna
C binding」Published : 30 October 2019
　著者：永田宏次氏（東京大学大学院農
学生命科学研究科教授）、堀田彰一朗氏
（福島県立医科大学講師）、片山勉氏
（九州大学薬学研究院教授）、植田正氏
（九州大学薬学研究院教授）、田之倉優
氏（東京大学大学院農学生命科学科特任
教授）ら

　「GRWD1 directly interacts with p53 and n
egatively regulates p53 transcriptional activit
y」Published : 23 September 2019
　著者：藤山拓己氏（九州大学薬学研究
院日本学術振興特別研究員）、吉田和真
氏（九州大学大学院薬学研究院助教）、
杉本のぞみ氏（九州大学薬学研究院助
教）、藤田雅俊氏（九州大学薬学研究院
教授）ら

　「Linker DNA and histone contributions in 
nucleosome binding by p53」Published : 23 Ju

ly 2020
　著者：西村正宏氏（東京大学定量生命
科学研究所大学院生）、有村泰宏氏（東
京大学定量生命科学研究所特任助教）、
野澤佳世氏（東京大学定量生命科学研究
所助教）、胡桃坂仁志氏（東京大学定量
生命科学研究所教授）

　「Histidine 131 in presenilin 1 is the pH-sen
sitive residue that causes the increase in Aβ
42 level in acidic pH」Published : 09 Decembe
r 2019
　著者：蔡哲夫氏（東京大学大学院薬学
系研究科大学院生）、富田泰輔氏（東京
大学大学院薬学系研究科教授）ら

　「Structure of HIRAN domain of human HL
TF bound to duplex DNA provides structural 
basis for DNA unwinding to initiate replicatio
n fork regression 」Published : 21 January 202
0
　著者：菱木麻美氏（静岡県立大学薬学
部助教）、佐藤衛氏（横浜市立大学生命
医科学研究科教授）、橋本博氏（静岡県
立大学薬学部教授）

　＜ＪＢ論文賞は、年１～月発行
のＪＢに掲載された論文のうち優れた５
件以内の著者に贈られる＞

　
華
山
力
成
氏
（
金
沢
大
学
ナ
ノ
生
命
科
学
研
究
所
教
授
）
▼
カ
ア
ベ
イ
ロ
・
ホ
セ

氏
（
九
州
大
学
薬
学
研
究
院
准
教
授
）
▼
鈴
木
美
穂
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
助
教
）
▼
真
壁
幸
樹
氏
（
山
形
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
准
教
授
）
▼

表
弘
志
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
准
教
授
）

　
＜
Ｊ
Ｂ
審
査
員
賞
は
、
Ｊ
Ｂ
編
集
委

員
会
が
新
た
に
創
設
し
、
今
回
が
初
回

の
表
彰
に
な
る
。
２
０
２
０
年
１
月
か

ら

月
の
１
年
間
に
Ｊ
Ｂ
に
投
稿
さ
れ

た
論
文
の
初
回
審
査
の
査
読
を
対
象
に

査
読
内
容
等
に
基
づ
き
評
価
し
、
優
秀

な
論
文
の
著
者
に
贈
ら
れ
る
＞

　第回日本生化学会大会では月３日、第回柿内三郎記念賞、第回柿内三郎記念奨励研究賞および

年度の日本生化学会奨励賞、日本生化学会ＪＢ（The Journal of Biochemistry：日本生化学会英文誌）

論文賞、日本生化学会ＪＢ審査員賞の授賞式が行われる。柿内三郎記念賞と日本生化学会奨励賞について

は同日、受賞講演が行われる。各賞の受賞者を紹介する。

　酒井寿郎氏（東北大学大学院医学系研究科教授）
「エピゲノム因子によるシグナル感知とエピゲノム制
御による環境への適応機構の解明」
　＜柿内三郎記念賞は、日本の生化学に顕著に貢献し
た研究者に贈られる。賞の名称は、年の日本生化
学会の発足に貢献し、ＪＢ（当時は外字生化学雑誌：
Journal of Biochemistry）を創刊するなど日本の生化学
の基礎を築いた柿内三郎氏（東京帝国大学医科大学教
授）にちなんでいる＞

　岩崎信太郎氏（理化学研究所主任研究員）「改変型
リボソームプロファイリング法によるミトコンドリア
翻訳の網羅的理解」▼上川泰直氏（広島大学大学院医
系科学研究科助教）「核膜損傷細胞の単離・回収法の
開発による核膜ストレス応答機構の解明」

　＜柿内三郎記念奨励研究賞は生化学分野で優れた独
創的な成果をあげた歳未満の研究者に贈られる＞

　立和名博昭氏（公益財団法人がん研究会がん研究所
研究員）「ヒストンバリアントの形成するクロマチン
構造と機能の解析」▼森下英晃氏（順天堂大学大学院
医学研究科講師）「水晶体における大規模細胞小器官
分解の分子機構と生理的意義の解明」▼佐藤裕介氏
（鳥取大学工学部テニュアトラック講師）「ユビキチ
ンシグナルの構造生物学」▼長島駿氏（東京薬科大学
生命科学部助教）「ミトコンドリア－オルガネラ間コ
ンタクトの制御機構と生理機能」▼仁平直江氏（東京
医科歯科大学難治疾患研究所特別研究員）「ＰＤ－Ｌ
１の核内移行制御に対する分子標的薬は抗ＰＤ抗体に
よる癌免疫治療の効果を向上させる」
　＜奨励賞は生化学の進歩に貢献する顕著な業績をあ
げ、将来の発展が期待される歳未満の同学会会員に
贈られる＞



本
の
紹
介

コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
集
め
る
著
者

数
々
の
辛
苦
経
て
も
不
動
の
原
点

姿勢固定化防止の動き
症状悪化の高確率な指標に

ＡＩ利用　オフィスワーカーの腰痛を個別予測　東北大が成果

横
浜
国
大
が
傾
斜
セ
ン
サ
ー
開
発

角
度
と
方
向
　

同
時
計
測
成
功

直流電流によるデジタルリード可能

「
十
四
員
環
鉄
錯
体
」開
発

東工大など

優
れ
た
触
媒
活
性
と
耐
久
性

燃
料
電
池
の
非
白
金
化
に
直
結

日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
が
第
２
回

皮膚疾患に悩む人向けにＷＥＢ市民公開講座　月７日

4機種揃った 
高性能エントリーモデル
Keysight Smart Bench Essentials シリーズのご紹介

Smart Bench Essentialsは、スマートな測定ベンチソリューションを提供します。  
30 W の3出力DC電源、シングル/デュアルチャネルの20 MHz ファンクションジェ
ネレーター、5.5桁のデジタルマルチメータ、50 MHz オシロスコープなど、使用
頻度の高い4種類の測定器に、共通のデザイン、GUI、LAN/USBインタフェースを
標準装備。測定と解析をシリーズ全体で統合できる強力なソフトウェアも付属し
ています。

詳細はこちら

（８）第３８４７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）（週　刊）

世
界
を
救
う

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
者

カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ

増
田
ユ
リ
ア
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
執
筆

　
日
本
人
の

人
に
１
人
が
腰
痛
に
悩

ん
で
い
る
。
正
し
い
姿
勢
を
保
っ
て
い

て
も
長
時
間
座
っ
て
い
る
と
腰
痛
が
悪

化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
、
腰
痛
の

発
生
が
予
測
で
き
れ
ば
、
回
避
す
る
た

め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
の
行
動
を
と
れ
る
。

　
東
北
大
学
大
学
院
医
工
学
研
究
科
の

永
富
良
一
教
授
、
佐
藤
啓
壮
特
任
講

師
、
医
学
系
研
究
科
の
王
梓
蘅
大
学
院

生
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
マ
ー
ト
チ
ェ

ア
を
使
用
し
て
、
座
っ
て
い
る
と
き
の

荷
重
変
化
の
信
号
を
Ａ
Ｉ
解
析
す
る
こ

と
で
、
姿
勢
の
固
定
化
を

防
い
で
い
る
可
能
性
が

あ
る
細
か
い
動
き
の
共
通

パ
タ
ー
ン
を
発
見
し
、
そ

の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
な

い
と
、
腰
痛
悪
化
が
高
確

率
で
起
こ
る
こ
と
を
見

い
だ
し
た
。Frontiers in 

Physiology

電
子
版
に
掲

載
さ
れ
た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
実

際
に
オ
フ
ィ
ス
で
勤
務
し

て
い
る
計

人
の
研
究
に

同
意
し
た
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
か
ら
３
カ
月
に
わ
た

り
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
腰

痛
に
つ
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
一
日
３
回
、
主
観

的
な
腰
痛
の
程
度
を
記
録
し
て
も
ら
っ

た
。
座
っ
て
い
る
と
き
の
荷
重
の
変
動

デ
ー
タ
か
ら
、
深
層
学
習
を
利
用
し
て


人
に
共
通
な
類
似
の
信
号
変
化
を
同

定
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
連
結
し
て
出
現

す
る
腰
痛
悪
化
と
関
連
が
強
い
組
み
合

わ
せ
パ
タ
ー
ン
を
検
出
し
た
。
感
度
・

特
異
度
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ

％
と
高
い

予
測
精
度
を
実
現
し
、
実
用
化
可
能
な

レ
ベ
ル
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
つ
ま
り
、
座
位
労
働
者
で
あ
る
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
主
観
的
な
腰
痛
の
悪

化
が
起
こ
る
か
ど
う
か
の
予
測
を
、
オ

フ
ィ
ス
チ
ェ
ア
の
座
面
直
下
に
設
置
し

た
４
個
の
荷
重
セ
ン
サ
ー
か
ら
得
ら
れ

る
圧
中
心
の
変
動
に
対
応
す
る
時
系
列

信
号
か
ら
深
層
学
習
を
含
む
人
工
知
能

解
析
技
術
（
Ａ
Ｉ
）
を
利
用
し
て
可
能

に
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た

椅
子
を
利
用
し
て
慢
性
腰
痛
の
危
険
性

が
高
く
な
る
姿
勢
や
座
位
時
間
の
判
定

は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
数
分
～
数
十
分

の
座
位
に
と
も
な
う
圧
中
心
の
変
動
か

ら
主
観
的
腰
痛
を
予
測
す
る
技
術
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
実
生

活
に
お
け
る
様
々
な
規
則

性
に
乏
し
い
時
系
列
信
号

の
数
理
モ
デ
ル
化
が
困
難

で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
た
。
し
か
し
最
新
の
時

系
列
信
号
処
理
や
Ａ
Ｉ
技

術
を
適
用
す
る
こ
と
で
、

生
体
由
来
の
確
率
論
的
な

信
号
体
系
か
ら
課
題
と
な

る
腰
痛
な
ど
の
事
象
の
予

測
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
痛
み
や
不
快

感
な
ど
様
々
な
心
因
・
知

覚
に
基
づ
く
課
題
事
象
予

測
へ
も
応
用
で
き
る
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
範
囲
や
程
度

を
固
定
化
し
て
定
義
し
た
指
標
に
よ
る

危
険
因
子
と
は
異
な
り
、
個
々
人
の
時

系
列
信
号
の
パ
タ
ー
ン
の
検
出
に
よ

り
、
個
別
化
し
た
予
測
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。

　
今
後
、
ウ
ェ
ラ
ブ
ル
や
生
活
の
中
で

の
セ
ン
サ
ー
の
利
用
価
値
が
大
き
く
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
姿
勢
の
固

定
化
を
防
い
で
い
る
細
か
い
動
き
の
発

見
で
、
肩
こ
り
、
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど

「
不
定
愁
訴
」
と
い
わ
れ
る
症
状
の
要

因
の
解
明
と
対
処
法
の
開
発
が
さ
ら
に

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
横
浜
国
立
大
学
工
学
研
究
院
の
太
田
裕
貴
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
導
電
性
液
体

材
料
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
二
値
信
号
に
よ
る
傾
斜
セ
ン
サ
ー
を
作
製
し
た
。
こ
の
デ
バ
イ
ス

は
、
傾
斜
の
情
報
を
電
流
の
オ
ン
・
オ
フ
と
い
っ
た
二
値
信
号
に
よ
っ
て
取
得
可
能
で
、
従

来
の
導
電
性
液
体
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
リ
ー
ド
傾
斜
セ
ン
サ
ー
で
は
困
難
だ
っ
た
一
方
向
へ
の

傾
斜
角
度
と
傾
斜
方
向
の
同
時
計
測
に
成
功
し
た
。

　
研
究
が
進
ん
で
い
る
物
理
セ

ン
サ
ー
の
中
で
、
傾
斜
セ
ン
サ

ー
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
姿
勢
制
御

や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
へ

の
応
用
な
ど
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
従
来
使
用
さ
れ
て

い
た
傾
斜
セ
ン
サ
ー
は
、
計
測

に
交
流
電
流
を
用
い
る
た
め
計

測
系
が
複
雑
に
な
り
や
す
い
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
カ
ー
ボ
ン
微
粒

子
を
分
散
し
た
導
電
性
の
液
体

を
用
い
る
こ
と
で
直
流
電
流
に

よ
る
傾
斜
角
の
直
接
計
測
を
可

能
に
し
た
。
こ
の
デ
バ
イ
ス
は

電
流
の
オ
ン
・
オ
フ
と
い
っ
た

二
値
信
号
に
よ
っ
て
傾
斜
角
度

を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
従
来
の
デ
ジ
タ
ル
リ
ー
ド
式

傾
斜
セ
ン
サ
ー
で
は
困
難
で
あ

っ
た
一
方
向
の
傾
斜
角
度
（
深

度
）
と
傾
斜
方
向
の
同
時
計
測

を
実
現
し
た
。

　
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
微
細

加
工
技
術
を
用
い
て
基
板
上
に

配
線
を
設
け
、
そ
の
上
部
に
３

Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
技
術
に
よ

っ
て
作
製
し
た
シ
ェ
ル
を
敷
設

す
る
。
シ
ェ
ル
内
部
に
は
導
電

性
液
体
が
封
入
さ
れ
て
お
り
、

傾
斜
に
応
じ
て
こ
の
液
体
が
移

動
す
る
の
を
検
知
し
て
傾
斜
の

角
度
と
方
向
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
液
体
の
移
動
を
検

知
す
る
た
め
に
は
直
流
電
流
を

用
い
、
電
流
が
オ
ン
と
な
っ
た

電
極
を
検
出
す
る
こ
と
で
傾
斜

の
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
太
田
准
教
授
の
話
「
今
後
は

セ
ン
サ
ー
に
さ
ら
に
圧
力
、

引
っ
張
り
、
光
や
温
度
と
い
っ

た
多
数
の
物
理
セ
ン
サ
ー
を

複
合
的
に
搭
載
し
、
小
型
の
マ

ル
チ
物
理
セ
ン
サ
ー
と
し
て

応
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
。
単
体
の
小
型
デ
バ
イ
ス
か

ら
複
数
の
物
理
情
報
を
取
得
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
小
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ

イ
ス
へ
の
寄
与
が
期
待
で
き
ま

す
」

液体材料を用いたデジタルリード傾斜センサー。シェル内に封入さ
れた導電性液体が傾斜に応じて移動することで電極の導通・絶縁が
変化し、傾斜の角度と方向が計測できる。

　■鉄フタロシアニン　顔料などに
用いられるフタロシアニンと呼ばれ
る環状の化合物の中心に、鉄原子が
導入された構造の化合物。
　■大環状錯体　金属錯体の中で
も、配位子の部分が環状構造でかつ
比較的大きいものをいう。フタロシ
アニンやポルフィリンを配位子とし
た錯体が代表的である。

　
難
波
江
助
教
の
話
「
固
体
高
分

子
形
燃
料
電
池
の
本
格
普
及
の
た

め
に
、
白
金
代
替
触
媒
と
し
て
鉄

系
の
触
媒
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
触
媒
活
性
と
耐
久
性
の
い
ず

れ
も
実
用
化
を
見
通
す
こ
と
が
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。
今
後
、
十
四

員
環
の
周
辺
の
構
造
を
最
適
化

し
、
触
媒
活
性
を
現
在
の

倍
程

度
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

白
金
代
替
触
媒
の
実
用
化
を
目
指

し
た
い
」

　
東
京
工
業
大
学
物
質
理
工
学
院

材
料
系
の
難
波
江
裕
太
助
教
、
早

川
晃
鏡
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
熊
本
大
学
の
大
山
順
也
准
教

授
、
静
岡
大
学
の
守
谷
誠
講
師
、

旭
化
成
と
共
同
で
燃
料
電
池
の
非

白
金
化
に
つ
な
が
る
新
物
質
の
開

発
に
成
功
し
た
。

　
水
素
を
酸
素
と
化
学
反
応
さ
せ

て
電
気
を
生
む
燃
料
電
池
を
搭
載

し
た
燃
料
電
池
自
動
車
は
、
発
電

時
に
温
暖
化
ガ
ス
を
排
出
し
な

い
。
た
だ
、
現
状
の
市
販
車
で
は

燃
料
電
池
の
触
媒
に
高
価
で
希
少

な
白
金
が
１
台
で

～

㌘
ほ
ど

使
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
普
及
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。
代
替
触
媒

と
し
て
、
安
価
な
鉄
の
周
囲
に
配

位
子
の
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
を
結
合

さ
せ
た
環
状
化
合
物
で
あ
る
鉄
フ

タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
な
ど
各
種
金
属
錯

体
も
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
酸
性

電
解
質
中
と
い
う
燃
料
電
池
の
作

動
環
境
で
は
実
用
レ
ベ
ル
の
安
定

性
は
発
揮
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
安
定
性
を

高
め
な
が
ら
、
鉄
系
熱
処
理
型
触

媒
の
活
性
点
と
よ
く
似
た
構
造

を
、
合
成
化
学
的
に
多
量
に
作
製

す
る
手
法
が
な
い
か
を
検
討
し

た
。
鉄
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
な
ど
の

大
環
状
錯
体
は
、
高
温
の
熱
処
理

を
せ
ず
に
、
多
量
に
合
成
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
既
知
の
大
環

状
錯
体
の
大
部
分
は
、
十
六
員
環

に
よ
っ
て
、
周
囲
を
取
り
巻
く


個
の
原
子
で
鉄
原
子
が
固
定
化
さ

れ
て
い
る
。

　
今
回
、

個
の
原
子
で
鉄
原
子

を
固
定
化
す
る
、
一
回
り
コ
ン
パ

ク
ト
な
構
造
を
持
っ
た
芳
香
族
十

四
員
環
鉄
錯
体
の
作
製
を
目
指
し

た
。十
四
員
環
鉄
錯
体
の
作
製
と
、

触
媒
活
性
お
よ
び
安
定
性
検
証
の

着
想
か
ら
、
新
た
な
十
四
員
環
鉄

錯
体
の
合
成
法
を
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
初
め
て
こ
の
錯
体
を
高
純
度

で
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
作
製
さ
れ
た
触
媒
の
酸
素
還
元

触
媒
活
性
を
、
電
位
掃
引
試
験
評

価
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
フ
タ
ロ
シ
ア

ニ
ン
に
比
べ
て
優
れ
た
触
媒
活
性

と
耐
久
性
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
酸
性
電
解
質
中
に
お

け
る
耐
久
性
に
つ
い
て
確
認
す
る

た
め
、
鉄
イ
オ
ン
の
溶
出
挙
動
を

追
跡
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
分
析
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
十
四
員
環
構

造
に
よ
っ
て
狙
い
通
り
に
鉄
原
子

が
安
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

作製した新たな十四員環鉄
錯体の粉末

　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
、
生
物
の
教
科

書
に
出
て
く
る
生
物
系
の
人
間

に
と
っ
て
は
な
じ
み
深
い
物
質

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

）
の
ワ
ク

チ
ン
に
応
用
さ
れ
た
こ
と
で
、

世
界
の
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
、
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
を
ワ
ク
チ
ン
に
応
用
し
た

カ
タ
リ
ン
・
カ
リ
コ
氏
と
は
ど

ん
な
人
物
な
の
か
。本
書
で
は
、

カ
リ
コ
氏
本
人
や
関
わ
っ
た
人

々
、
家
族
な
ど
幅
広
い
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
そ

の
素
顔
に
迫
っ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
情
報
を
写
し
取

り
、
核
外
で
タ
ン
パ
ク
質
を
合

成
す
る
の
が
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
役
割

だ
が
、
そ
の
発
見
は
１
９
６
０

年
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、

カ
リ
コ
氏
は
小
学
生
で
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
ソ
ル
ノ
ク
で
好
奇
心

旺
盛
な
女
の
子
と
し
て
育
っ
て

い
た
。
小
学
６
年
生
の
と
き
に

は
自
然
科
学
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

優
勝
し
、
今
で
も
親
交
の
あ
る

ト
ー
ル
先
生
に
高
校
の
科
学

ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
、
本
格
的
に

科
学
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
め

る
。

　
高
校
時
代
は
、
生
物
学
研
究

サ
ー
ク
ル
で
、
ス
ト
レ
ス
学
説

を
唱
え
た
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
博

士
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
発
見
し
た

セ
ン
ト
・
ジ
ュ
ル
ジ
・
ア
ル
ベ

ル
ト
博
士
と
の
文
通
を
通
じ

て
、
科
学
者
に
な
る
こ
と
を
決

意
す
る
。

　
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
・
ア
ッ
テ
ィ
ラ

科
学
大
学（
現
・
セ
ゲ
ド
大
学
）

理
学
部
で
５
年
間
学
び
、
修
士

過
程
を
終
え
た
後
、
１
９
７
８

年
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
の
セ
ゲ
ド
生
物
学
研
究

所
で
博
士
課
程
学
生
と
し
て
Ｒ

Ｎ
Ａ
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
Ｒ

Ｎ
Ａ
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
の
抗
ウ
イ

ル
ス
効
果
を
調
べ
る
研
究
な
ど

を
行
っ
た
。

　
し
か
し

年
代
に
な
る
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
経
済
が
停
滞
し
、
研

究
資
金
が
打
ち
切
ら
れ
、
研
究

グ
ル
ー
プ
は
解
散
さ
せ
ら
れ

た
。
欧
州
の
大
学
に
も
ポ
ス
ト

は
な
く
、
米
国
の
テ
ン
プ
ル
大

学
に
ポ
ス
ト
を
見
つ
け
、
家
族

で
米
国
に
移
住
し
た
。
当
時
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
国
外
へ
の
外

貨
の
持
ち
出
し
は
１
０
０
㌦
に

制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
娘
の
テ

デ
ィ
ベ
ア
の
中
に
１
０
０
０
㌦

を
入
れ
て
出
国
し
た
と
い
う
。

　
テ
ン
プ
ル
大
学
で
ポ
ス
ド
ク

と
し
て
働
い
て
い
る
時
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
研

究
室
か
ら
誘
い
が
来
た
も
の

の
、
上
司
に
相
談
し
た
ら
、
オ

フ
ァ
ー
を
取
り
下
げ
る
よ
う
圧

力
を
か
け
ら
れ
た
上
「
こ
こ
に

残
る
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
帰
る

か
」
と
迫
ら
れ
た
。
テ
ン
プ
ル

大
学
を
や
め
、
上
司
の
ラ
イ
バ

ル
が
い
た
連
邦
政
府
の
Ｕ
Ｓ
Ｕ

（
健
康
科
学
大
学
）
病
理
学
科

で
１
年
研
究
を
行
い
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
学
医
学
部
の
研
究

助
教
（
非
常
勤
）
に
採
用
さ
れ

る
。

　
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
特
定
の

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
使
っ
て
、
そ
の
細

胞
が
作
る
は
ず
の
な
い
狙
っ
た

タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
と
い
う
研

究
を
行
い
、
成
功
さ
せ
る
。
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
な
が
る

大
き
な
発
見
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
研
究
費
不
足
で
チ
ー
ム
は

解
体
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
や
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
斬
新

す
ぎ
て
、
お
金
を
も
ら
え
な
か

っ
た
」
と
カ
リ
コ
氏
は
振
り
返

る
。

　
非
常
勤
と
い
う
不
安
定
な
ポ

ス
ト
、
研
究
チ
ー
ム
の
解
体
と

厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る

が
、
様
々
な
助
成
金
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
。
「
助
成
金
の
申
請

書
を
書
く
の
は
好
き
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
全
て
の
工
程

と
研
究
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
、
実
験
に
つ
い
て

も
見
直
せ
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
。
も
し
、
安
定
し
た
常
勤

の
立
場
だ
っ
た
ら
、
そ
こ
ま
で

自
分
を
追
い
込
ん
で
研
究
に
没

頭
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
」

　
助
成
金
は
得
ら
れ
ず
、

年

に
は
降
格
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
逆
境
に
も
め
げ
ず
、
多

く
の
人
に
ア
イ
デ
ア
を
話
し
、

共
同
研
究
を
呼
び
か
け
る
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
２

年
後
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
で
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
ド
リ

ュ
ー
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
氏
に
出
会

う
。

　
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
医
療
応
用
へ

の
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
炎
症
反
応
を
抑

え
る
た
め
に
は
、
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
ウ
リ
ジ
ン

に
化
学
修
飾
を
つ
け

れ
ば
良
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
さ

ら
に
技
術
を
改
良

し
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
か
ら
約

１
０
０
万
㌦
の
ビ
ジ

ネ
ス
助
成
金
を
得

て
、ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設
立
す
る
。

画
期
的
な
発
見
で
あ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
大
学
で
は
冷
遇
さ

れ
、
論
文
が
学
会
で
評
価
さ
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
２
０
１
３
年
に
ド
イ
ツ
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク

の
創
業
者
ウ
グ
ル
・
サ
ヒ
ン
博

士
に
出
会
い
、
同
社
で
ガ
ン
、

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
取
り
組
む
。


年
に
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
共
同

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
着
手
し
、

中
国
・
武
漢
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
た
と
き

に
は
臨
床
試
験
の
前
段
階
ま
で

進
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
３
月
に

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
と
提
携
契
約
を

結
び
、
４
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
臨
床
試

験
を
開
始
し
、

月
に
は
フ
ェ

ー
ズ
３
で
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
。

　
本
書
で
は
、
様
々
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
カ
リ

コ
氏
が
セ
ゲ
ド
研
究
所
に
い
た

頃
に
政
府
か
ら
ス
パ
イ
に
な
る

よ
う
迫
ら
れ
た
り
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
で
特
許
担
当
者
が

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
薄
毛
の
改
善
に
効

果
が
あ
る
と
い
っ
て
初
め
て
手

続
き
を
進
め
て
く
れ
た
。
ま
た

家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
恩
師
や

研
究
者
と
の
交
流
な
ど
、
カ
リ

コ
氏
が
多
く
の
苦
難
に
遭
い
な

が
ら
も
諦
め
ず
に
研
究
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
原
点
に
迫
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
カ
リ
コ
氏
は
本
書
の
中
で
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
ワ

ク
チ
ン
開
発
に
よ
っ
て
、
自
分

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
私
の
何
か
が
変
わ

る
わ
け
で
も
な
い
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
で
自
分
が
有
名
に
な
る
こ

と
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ

ら
ず
に
自
分
が
無
名
な
ま
ま
で

い
る
こ
と
と
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ

か
と
聞
か
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
後

者
を
選
び
ま
す
。
私
は
、
基
礎

科
学
の
研
究
者
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
の
技
術
が
他
の
病
気
の

予
防
や
治
療
に
役
立
つ
こ
と
。

こ
れ
こ
そ
が
、
私
が
願
っ
て
い

る
こ
と
な
の
で
す
」

　
（
新
書
判
１
０
４
５
円
＜
税

込
み
＞
ポ
プ
ラ
社
「
ち
く
ま
新

書
」
）

　
日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
（
シ
ャ

シ
ャ
ン
ク
・
デ
シ
ュ
パ
ン
デ
代
表
取
締
役
医
薬
事

業
ユ
ニ
ッ
ト
統
括
社
長
）
は

月
７
日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

市
民
公
開
講
座
シ
リ
ー
ズ
第
２
回
「
皮
膚
の
病
気

の
悩
み
、
抱
え
込
ま
な
い
で
～
患
者
さ
ん
が
向
き

合
う
、
体
と
心
の
悩
み
を
考
え
る
～
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
す
る
。
参
加
費
は
無
料
（
要
事
前
登

録
）
。
登
録
締
め
切
り
は

月
４
日
。

　
同
講
座
は
全
５
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
予
定
。
第
２

回
の
今
回
は
、
葉
山
惟
大
氏
（
日
本
大
学
医
学
部

皮
膚
科
学
系
皮
膚
科
学
分
野
助
教
）
が
、
医
師
の

視
点
か
ら
、
患
者
の
体
と
心
の
悩
み
や
、
周
囲
の

向
き
合
い
方
な
ど
に
関
す
る
講
演
を
行
う
。
ま
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
乾
癬
の
会
Ｐ
―
Ｐ
Ａ
Ｔ
に
よ
る

皮
膚
疾
患
を
も
つ
患
者
自
身
の
講
演
も
予
定
。
罹

患
し
た
皮
膚
疾
患
に
よ
り
生
じ
た
誤
解
な
ど
の
具

体
例
を
交
え
、
社
会
と
同
じ
疾
患
で
悩
む
患
者
に

向
け
た
講
演
が
行
わ
れ
る
。
同
社
は
同
講
座
を
通

し
て
、
皮
膚
疾
患
に
対
す
る
認
知
お
よ
び
理
解
の

向
上
を
目
指
す
と
い
う
。

　
同
講
座
は
（
一
社
）INSPIRE JAPAN W

PD

乾
癬
啓
発
普
及
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
乾
癬
の

会
Ｐ
―
Ｐ
Ａ
Ｔ
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ア
レ
ル

ギ
ー
友
の
会
の
後
援
で
行
わ
れ
る
。

　
＜
問
い
合
わ
せ
＞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
市
民
公
開
講
座
シ
リ

ー
ズ
「
皮
膚
の
病
気
　
患
者
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め

に
」
事
務
局
、E-mail:info@nbiseminar.com

（
平
日

時
―

時
受
け
付
け
）



東
海
大
学
総
合
医
学
研
究
所
の
挑
戦

座
談
会次

世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
発
展
が
支
え

↖

新型コロナ感染症対策に貢献期待

口
腔
内
の
菌
が
原
因
で
腸
炎
が
悪
化

今西規氏 安藤潔氏

出席者

（４）第３８４７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）（週　刊）

　
東
海
大
学
総
合
医
学
研
究
所
（
総
医
研
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
は
、
１
９
８
０
年
に
設
立
さ
れ
、
医
科
学

先
端
研
究
の
中
核
拠
点
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
・
再
生
医
療
・
創
薬
を
三
本
柱
と
し
、
基
礎
と
応
用
が
一
体
と
な
っ

た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
研
究
開
発
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
の
座
談
会
は
「
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。
臨
床
、
糞
便
、
環
境
サ
ン
プ
ル

な
ど
か
ら
抽
出
し
た
ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
網
羅
的
に
解
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、
菌
種
組
成
や
菌
叢
の
持
つ
機
能
を
解
明
で
き
る
新
し
い
手
法
と
し
て

注
目
さ
れ
、
最
近
、
研
究
の
進
展
が
目
覚
ま
し
い
分
野
で
あ
る
。
座
談
会

で
は
、
総
医
研
の
安
藤
潔
所
長
の
も
と
に
、
第
一
線
で
活
発
な
研
究
開
発

を
展
開
し
て
い
る
３
人
の
先
生
が
集
ま
り
、
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
将
来
的
な
研
究
の
発
展
性
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
興
味
深
い
話
題
も
折
り
込
み
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。
加
え
て
、
山
田
清
志
学
長
の
総
医
研
に
対
す
る
期
待
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
総
医
研
の
５
つ
の
研
究
部
門

で
実
践
し
て
い
る
研
究
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
今
井
　
研
修
医
の
頃
か
ら
炎
症
性
腸

疾
患
（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）
に
罹
患
し
た
患
者
を

診
る
中
で
、
特
に
、
治
療
に
難
渋
す
る

ケ
ー
ス
の
多
い
ク
ロ
ー
ン
病
を
治
す
た

め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方

で
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の

デ
ー
タ
、
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
の
デ
ー
タ

が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
し
て
、
欧
米
を

中
心
に
ク
ロ
ー
ン
病
や
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
患
者
の
糞
便
の
デ
ー
タ
が
出
始
め
ま

し
た
。そ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
、

未
治
療
の
ク
ロ
ー
ン
病
の
患
者
の
糞
便

に
は
口
腔
内
細
菌
が
非
常
に
多
い
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
腸
内
細
菌
の

研
究
で
有
名
な
ミ
シ
ガ
ン
大
学（
米
国
）

へ
留
学
し
た
際
、
向
こ
う
の
ラ
ボ
で
は

歯
周
病
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
つ
く
り
、

実
際
に
そ
れ
が
腸
炎
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
か
と
い
う
研
究
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
口
腔
内
の
歯
周
病
菌
が
腸
内
に

も
出
て
き
て
、
そ
こ
で
腸
管
免
疫
を
刺

激
し
、
腸
炎
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
い

う
証
拠
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
と
東
海
大
学
で

共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、
臨
床
の
検

体
で
も
同
じ
よ
う
に
歯
周
病
菌
が
間
違

い
な
く
糞
便
に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
治
療
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
な
り
得
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
安
藤
　
炎
症
性
腸
疾
患
と
腸
内
フ
ロ

ー
ラ
の
関
係
と
い
う
の
は
、
世
界
中
で

活
発
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
分
野
だ

と
思
い
ま
す
が
、
口
腔
内
の
常
在
菌
が

そ
の
ま
ま
腸
で
も
見
つ
け
ら
れ
て
、
炎

症
性
腸
疾
患
に
結
び
つ
く
と
い
う
点
が

ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

　
今
井
　
実
際
に
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
で
実

証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
留
学
先
で
見
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
実
際
の

臨
床
で
も
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
安
藤
　
口
腔
内
の
菌
が
腸
ま
で
行
く

と
い
う
現
象
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
と
考

え
る
と
、
常
識
的
な
考
え
で
は
、
胃
の

中
の
酸
や
十
二
指
腸
の
胆
汁
が
一
つ
の

関
門
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
先

に
は
行
か
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
関
門
を
す
り
抜
け
て
大
腸
ま
で
行
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
自

体
が
既
に
異
常
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
井
　
な
ぜ
病
原
性
共
生
菌
が
消
化

管
を
通
過
で
き
る
の
か
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
学
問
の
範
囲
と
思
い

ま
す
。
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と
い
う
覆
い

を
つ
く
る
よ
う
な
技
術
を
菌
自
体
も
持

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
胃
薬
を
飲
ん

だ
り
、
食
事
で
脂
質
を
と
っ
た
り
、
抗

生
剤
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
腸
管
の

バ
リ
ア
機
能
が
下
が
っ
て
、
後
か
ら
入

っ
て
い
く
菌
が
定
着
し
や
す
く
な
る
と

い
う
現
象
は
ど
う
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
安
藤
　
そ
れ
は
炎
症
性
腸
疾
患
の
き

っ
か
け
と
し
て
捉
え
て
い
い
わ
け
で
す

か
。

　
今
井
　
そ
の
菌
を
持
っ
て
い
な
い
炎

症
性
腸
疾
患
の
患
者
も
お
ら
れ
る
の

で
、
環
境
因
子
や
遺
伝
因
子
の
う
ち
の

環
境
因
子
の
一
つ
で
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
安
藤
　
菌
が
腸
内
に
定
住
で
き
た
こ

と
が
引
き
起
こ
す
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

ひ
と
つ
が
炎
症
性
腸
疾
患
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

　
今
井
　
そ
う
で
す
。
実
際
ヒ
ト
の
検

体
で
調
べ
る
の
は
か
な
り
難
し
い
の
で

す
が
、
口
の
中
で
は
、
歯
周
病
菌
が
出

て
く
る
と
、
顎
下
腺
の
リ
ン
パ
節
に
あ

る
リ
ン
パ
球
が
「
こ
れ
は
悪
い
菌
だ
」

と
認
識
し
て
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を

出
し
ま
す
。
た
だ
、
口
腔
内
細
菌
が
腸

管
に
移
動
す
る
と
、
こ
の
リ
ン
パ
球
は

ホ
ー
ミ
ン
グ
（
自
動
的
に
目
標
を
捕
捉

追
跡
す
る
こ
と
）し
て
腸
管
に
も
回
り
、

そ
こ
で
炎
症
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
腸
管
と
い
う
の
は
制
御
性
Ｔ
細
胞
と

い
っ
て
免
疫
応
答
を
抑
え
る
細
胞
が
多

い
の
で
、
も
と
か
ら
腸
内
細
菌
科
の
菌

が
腸
管
に
い
て
も
そ
う
い
う
リ
ン
パ
球

は
つ
く
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
リ
ン
パ
球
を
ど
こ
か
で

ト
ラ
ッ
プ
す
る
と
い
う
技
術
は
、
治
療

対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
安
藤
　
私
た
ち
の
領
域
で
は
Ｉ
Ｔ
Ｐ

（
免
疫
性
血
小
板
減
少
症
）
や
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｔ
リ
ン
パ
腫
と
い
う
消
化
管
の
リ
ン
パ

腫
が
ピ
ロ
リ
菌
と
関
係
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
端
的
な
例
で
す
け
れ
ど
も
、

ピ
ロ
リ
菌
を
治
療
す
れ
ば
病
気
も
良
く

な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な

病
気
は
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思

う
の
で
、
同
じ
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
患

者
に
そ
れ
ほ
ど
負
担
な
く
簡
単
に
病
気

を
治
せ
る
時
代
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
と
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
研
究
に

は
夢
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
さ
て
中
川
先
生
に
お
話
を
伺
う
の
で

す
が
、
ウ
イ
ル
ス
も
メ
タ
ゲ
ノ
ム
の
中

の
分
野
の
一
つ
と
広
く
捉
え
て
研
究
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
で

ご
活
躍
の
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通

り
で
す
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
ウ
イ
ル
ス
の

研
究
を
始
め
た
か
、
そ
し
て
新
し
い
ト

ピ
ッ
ク
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
中
川
　
ヒ
ト
を
含
め
た
哺
乳
類
の
場

合
、
ゲ
ノ
ム
配
列
の
約

％
は
ウ
イ
ル

ス
由
来
の
配
列
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
当
初
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
機
能
と
関
係
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
最
近
そ
う

で
も
な
さ
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ウ
イ
ル
ス
そ

の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
ウ
イ
ル
ス
由

来
の
ゲ
ノ
ム
配
列
が
ど
の
よ
う
な
機
能

を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
研
究

を
進
め
て
い
く
と
、
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

の
は
非
常
に
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
イ
ル
ス
ご
と
に
独

自
の
進
化
を
遂
げ
て
、
独
自
の
宿
主
が

い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
一
言
で
言
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
本
当
は
多
種
多
様
で

千
差
万
別
、
系
統
も
全
部
別
々
で
、
ひ

と
く
く
り
に
で
き
な
い
も
の
な
の
で

す
。

　
ウ
イ
ル
ス
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組

み
始
め
た
の
は
、
ネ
オ
ウ
イ
ル
ス
学
と

い
う
新
学
術
領
域
研
究
の
公
募
班
に

加
わ
っ
た
２
０
１
７
年
か
ら
で
す
。
ウ

イ
ル
ス
の
中
に
入
っ
た
ゲ
ノ
ム
配
列
を

解
析
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し

て
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
研

究
領
域
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
メ
タ
ゲ
ノ
ム
の
手
法
を
使
っ
て
環
境

中
に
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
、
と
に
か
く
た

く
さ
ん
同
定
し
よ
う
と
い
う
研
究
を

開
始
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ウ
イ
ル

ス
を
媒
介
す
る
蚊
や
ダ
ニ
な
ど
の
小
さ

な
生
き
物
、
そ
の
ほ
か
コ
ウ
モ
リ
や
ト

リ
な
ど
を
対
象
に
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
デ
ー

タ
を
解
析
し
て
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
同

定
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
始
め
ま
し

た
。

　
安
藤
　
東
海
大
学
総
合
医
学
研
究
所

は
１
９
８
０
年
に
「
医
学
に
お
け
る
基

礎
研
究
を
推
進
し
、
新
技
術
の
開
発
と

そ
の
臨
床
へ
の
応
用
」
を
目
的
に
付
置

研
究
所
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
近
年
は
「
ゲ
ノ
ム
」
「
創
薬
」
「
再

生
医
療
」
を
三
本
柱
と
し
て
研
究
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
ゲ
ノ
ム

科
学
の
中
で
特
に
「
メ
タ
ゲ
ノ
ム
」
と

い
う
領
域
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
、
総
合
医
学
研
究
所
で
ど
の
よ
う
な

研
究
を
行
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
メ
タ
ゲ
ノ
ム
は
、
ゲ
ノ
ム
研
究

の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ま
ず
は
ゲ
ノ
ム
研
究
の
専
門
家
で
あ
る

今
西
先
生
か
ら
概
要
を
伺
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
今
西
　
通
常
の
ゲ
ノ
ム
解
析
の
場
合

は
、
特
定
の
生
物
の
特
定
の
遺
伝
子
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
解
析
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
に
「
メ
タ
」
が
つ
く
と
、
複

数
の
、
対
象
を
特
定
し
て
い
な
い
生
物

や
遺
伝
子
に
つ
い
て
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を

取
得
し
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
解
析
す

る
研
究
の
意
味
に
な
り
ま
す
。
メ
タ
ゲ

ノ
ム
の
解
析
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
生
命

現
象
に
関
係
す
る
微
生
物
を
探
し
た

り
、
生
物
組
成
の
特
徴
を
解
明
し
て
い

く
こ
と
が
、
主
な
研
究
の
目
的
で
す
。

２
０
０
０
年
代
に
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
計

画
が
終
了
し
、
大
規
模
な
ゲ
ノ
ム
研
究

が
一
段
落
し
た
時
代
に
、
次
の
大
き
な

目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
解
析

技
術
を
細
菌
叢
の
研
究
に
応
用
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　
最
近
は
特
に
、
腸
内
細
菌
を
中
心
と

し
た
細
菌
叢
の
研
究
が
目
覚
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
様
々
な
疾
患
と

腸
内
細
菌
と
の
関
連
が
解
明
さ
れ
、
そ

の
情
報
を
手
が
か
り
に
し
て
新
し
い
治

療
法
の
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
特
定
の
材
料
を
対
象

と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
環
境
中
に
い

る
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
情
報
を
一
気
に

取
得
す
る
と
い
う
大
規
模
な
メ
タ
ゲ
ノ

ム
研
究
も
広
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
が
次
世
代
シ
ー

ク
エ
ン
サ
ー
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）
の
発
展
で
、

メ
タ
ゲ
ノ
ム
研
究
の
大
き
な
支
え
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
安
藤
　
メ
タ
ゲ
ノ
ム
研
究
が
盛
ん
に

な
っ
た
背
景
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｓ
を
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
得
ら
れ
た
情
報
を
処
理

す
る
た
め
の
情
報
科
学
と
言
い
ま
す
か

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
力
も
大
き
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
情
報
科
学
に
関
し
て
は
ど

の
よ
う
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
西
　
情
報
科
学
的
な
面
か
ら
い
い

ま
す
と
、
基
本
的
に
重
要
な
要
素
は
ゲ

ノ
ム
配
列
デ
ー
タ
で
す
。
ゲ
ノ
ム
配
列

デ
ー
タ
が
非
常
に
多
く
の
生
物
に
つ
い

て
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
ゲ
ノ
ム
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
充
実
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｓ
か
ら

出
力
さ
れ
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
一
体
ど

の
生
物
に
由
来
す
る
も
の
か
を
正
確
に

判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
腸
内
細
菌
の
場
合
も
、

シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
よ
り
か
な
り
高
い
割

合
で
生
物
種
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
安
藤
　
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
流
れ
の
中
で
は
、
世
界
で
ヒ
ト

ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
情
報
を
共

有
す
る
と
い
う
意
識
が
か
な
り
出
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
今
西
先

生
か
ら
の
解
説
を
踏
ま
え
て
、
中
川
先

生
、
何
か
つ
け
加
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　
中
川
　
Ｎ
Ｇ
Ｓ
技
術
の
発
展
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
充
実
は
、
私
が
専
門
と
す

る
ウ
イ
ル
ス
学
で
も
ま
さ
に
一
つ
の
大

き
な
鍵
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
蔓
延
し

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し

て
、「
デ
ル
タ
株
」、「
ア
ル
フ
ァ
株
」

と
い
っ
た
性
質
が
異
な
っ
た
変
異
ウ
イ

ル
ス
の
出
現
が
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
り
早

期
に
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
シ
ー
ク
エ
ン

ス
技
術
の
進
展
が
見
え
や
す
い
形
で
現

れ
て
い
る
よ
い
例
で
す
ね
。

　
安
藤
　
情
報
科
学
の
進
歩
が
生
物
学

研
究
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
切
実
に
感

じ
ま
す
。

　
中
川
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
能
力
は

日
進
月
歩
で
飛
躍
的
に
進
展
し
て
い

て
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
析
の
よ
う
な
大
規

模
な
世
界
的
試
み
を
可
能
と
し
た
の
で

す
。

　
安
藤
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
は
、
各
論
に
入
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
西
先
生
は
ゲ
ノ

ム
情
報
を
利
用
し
、
い
ち
早
く
菌
血
症

の
診
断
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
研
究
を

な
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
今
西
　
も
と
も
と
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
（
生
命
情
報
学
）
の
分
野

で
、
疾
患
の
リ
ス
ク
予
測
の
研
究
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
情
報
を
使
っ
て
ど
ん
な
疾
患
に
か

か
り
や
す
い
か
を
予
測
す
る
技
術
開
発

に
つ
い
て
、研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

病
気
に
か
か
る
原
因
に
は
遺
伝
要
因
と

環
境
要
因
が
あ
り
、
環
境
要
因
の
中
に

は
運
動
や
栄
養
な
ど
の
フ
ァ
ク
タ
ー
も

あ
り
ま
す
が
、
環
境
要
因
の
か
な
り
の

割
合
を
細
菌
叢
が
占
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
予
想
し
ま
し
た
。
個
人
の
疾

患
リ
ス
ク
を
予
測
し
て
い
く
た
め
の
手

段
と
し
て
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
を
使
っ

た
ヒ
ト
の
細
菌
叢
の
研
究
を
始
め
た
の

が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
し

て
、
ま
ず
は
解
析
技
術
を
確
立
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
感
染
症
に
対
す
る
迅

速
な
診
断
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開

発
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
そ
の
際
、
非
常
に
短
時
間
で
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
ナ
ノ
ポ
ア
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

を
取
り
扱
い
ま
し
た
。
ナ
ノ
ポ
ア
シ
ー

ク
エ
ン
サ
ー
を
使
う
と
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
デ
ー
タ

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
に
書
き
込
ま

れ
て
い
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
れ

ば
、
サ
ン
プ
ル
中
に
ど
ん
な
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
が
い
る
か
す
ぐ
に
判
定
で
き
ま

す
。
そ
れ
で
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
感
染

症
の
迅
速
な
診
断
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
抽
出
さ
れ
た
状
態
か
ら
始
め
て
２

時
間
も
あ
れ
ば
、
感
染
症
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
微
生
物
を
か
な
り
高
い
精
度

で
特
定
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
安
藤
　
例
え
ば
重
症
の
肺
炎
で
す

が
、
ナ
ノ
ポ
ア
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
使

え
ば
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
が
完
了
し
て
か
ら

２
時
間
ほ
ど
で
、
ま
さ
に
迅
速
に
起
炎

菌
が
同
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

　
今
西
　
そ
の
通
り
で
す
。
そ
の
く
ら

い
の
時
間
が
あ
れ
ば
今
で
は
種
レ
ベ
ル

ま
で
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
安
藤
　
す
ば
ら
し
い
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。
で
は
次
に
、
今
井
先
生
は
消
化

器
内
科
専
門
医
と
し
て
腸
内
フ
ロ
ー
ラ

と
炎
症
性
腸
疾
患
の
関
係
に
つ
い
て
研

究
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
は

そ
の
概
要
を
解
説
く
だ
さ
い
。

◎安藤　潔教授
　　（総合医学研究所所長）

◎今西　規教授
　　　　　（分子生命科学）

◎中川　草講師
　　　　　（分子生命科学）

◎今井　仁助教
　　　　　　（健康管理学）
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メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
で
独
自
の
成
果

人
類
の
戦
い
は
今
後
何
十
年
も
続
く

↖

東海大学学長
山田清志

総
医
研
に
寄
せ
る
期
待

　
病
気
の
原
因
解
明
は
融
合
的
研
究
の
大
き
な
成
果

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
も
成
果
の
一
つ

中川草氏今井仁氏

（５） 第３８４７号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）１０月２９日（金曜日）（週　刊）

　
■
松
阪
泰
二
（
基
礎
医
学
系
　

生
体
構
造
機
能
学
　

教
授
）

　
「
た
こ
足
細
胞
（
ポ
ド
サ
イ
ト
）
の
傷
害

に
起
因
す
る
腎
不
全
」

　
腎
臓
は
、
体
内
の
余
剰
物
を
尿
に
排
泄
し

て
、
体
の
中
の
状
態
を
一
定
に
保
つ
働
き
を

し
て
い
る
。
腎
臓
の
中
の
タ
コ
足
細
胞
と
い

う
名
の
細
胞
が
壊
れ
る
と
、
腎
臓
全
体
の
働
き
が
な
く
な
る
。
私
た

ち
は
、
タ
コ
足
細
胞
の
傷
害
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
を
防
止
す
る
の
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
マ
ウ
ス

の
モ
デ
ル
や
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
を
用
い
て
研
究
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
に
よ
っ
て
、
腎
臓
病
の
新
し
い
治
療
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
■
駒
場
大
峰
（
内
科
学
系
　

腎
・
代
謝
内
科
学
　

准
教
授
）

　
「
骨
組
織
Ｋ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
ｏ
が
関
与
す
る
新

た
な
Ｆ
Ｇ
Ｆ

分
泌
調
節
機
構
の
解
明
」

　
生
体
の
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
代
謝
の
恒
常

性
は
、
腎
臓
、
副
甲
状
腺
、
骨
を
中
心
と
す

る
精
緻
な
制
御
機
構
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
る
。
近
年
、
こ
の
系
に
骨
細
胞
が
産
生
す
る
線
維
芽
細
胞
増
殖
因

子

（
Ｆ
Ｇ
Ｆ

）
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。し
か
し
、そ
の
制
御
機
構
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
骨
組
織
特
異
的
に
Ｋ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
ｏ
を
過
剰
発
現
す
る
マ

ウ
ス
を
作
製
し
、
Ｆ
Ｇ
Ｆ

分
泌
調
節
に
お
け
る
Ｋ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
ｏ
の

役
割
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
■
秦
野
伸
二
（
基
礎
医
学
系
　

分
子
生
命
科
学
　

教
授
）

　
「
神
経
変
性
疾
患
の
発
症
機
序
及
び
治
療

法
・
治
療
薬
開
発
に
関
す
る
研
究
」

　
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
は
、

上
位
お
よ
び
下
位
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
選
択

的
変
性
を
特
徴
と
す
る
進
行
性
の
神
経
変
性

疾
患
で
あ
る
。
現
在
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
発
症
機
序
は
不
明
で
あ
り
、
根
本

的
な
治
療
法
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
種
々
の
遺
伝

子
改
変
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
お
よ
び
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
Ａ

Ｌ
Ｓ
細
胞
モ
デ
ル
を
用
い
た
総
合
的
解
析
に
よ
り
、
疾
患
の
発
症
分

子
機
構
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
の
研
究
成
果
を

基
に
神
経
変
性
疾
患
に
対
す
る
新
規
治
療
法
お
よ
び
治
療
薬
の
開
発

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
■
長
谷
川
政
徳
（
外
科
学
系
　

泌
尿
器
科
学
　

講
師
）

　
「
リ
ポ
ク
オ
リ
テ
ィ
に
着
目
し
た
フ
ェ
ロ

ト
ー
シ
ス
誘
導
に
よ
る
泌
尿
器
癌
に
対
す
る

新
規
治
療
法
の
確
立
」

　
脂
質
の
質
を
意
味
す
る
リ
ポ
ク
オ
リ
テ
ィ

と
い
う
新
し
い
概
念
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
２
年
に
リ
ポ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
変
化
に
よ
る
制
御
性
細
胞
死
と

し
て
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
が
報
告
さ
れ
た
。
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
は
既
知

の
細
胞
死
と
は
異
な
り
、
鉄
依
存
的
な
過
酸
化
脂
質
の
蓄
積
に
よ
っ

て
誘
導
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
前
立
腺
が
ん
、
尿
路
上
皮
が
ん
、

腎
細
胞
が
ん
の
各
種
泌
尿
器
が
ん
は
ど
の
よ
う
に
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス

か
ら
逃
避
し
て
い
る
の
か
解
明
し
、
そ
の
機
序
を
介
し
た
新
規
治
療

戦
略
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
■
酒
井
大
輔
（
外
科
学
系
　

整
形
外
科
学
　

准
教
授
）

　
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
技
術
と
Ｉ
ｎ
　
Ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ
ｏ

創
薬
に
よ
る
髄
核
前
駆
細
胞
の
分
化
制
御
と

椎
間
板
修
復
」

　
わ
れ
わ
れ
は
腰
痛
の
主
因
で
あ
る
、
椎
間

板
の
変
性
に
対
し
て
、
細
胞
移
植
を
基
軸
と

し
た
再
生
医
療
の
実
用
化
と
新
規
創
薬
を
目
指
し
、
大
小
動
物
実
験

を
経
た
臨
床
へ
の
橋
渡
し
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
わ
れ
わ
れ

は
、
自
家
椎
間
板
髄
核
細
胞
を
移
植
す
る
臨
床
研
究
を
実
施
し
、
安

全
性
と
有
効
性
を
確
認
し
た
。
自
家
移
植
は
高
コ
ス
ト
で
あ
り
産
業

化
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
社
会
実
装
で
産

業
化
を
実
現
し
う
る
、
同
種
髄
核
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
等
製
品

の
開
発
に
着
手
し
た
。

　
■
幸
谷
愛
（
基
盤
診
療
学
系
　

先
端
医
療
科
学
　

教
授
）

　
「
造
血
腫
瘍
分
野
・
難
治
性
造
血
腫
瘍
に

対
す
る
新
規
治
療
法
開
発
を
目
指
し
た
基
礎

的
研
究
」

　
本
邦
や
ア
ジ
ア
に
多
く
予
後
不
良
で
あ
る

Ｅ
Ｂ
Ｖ
関
連
リ
ン
パ
系
腫
瘍
を
中
心
と
し
た

難
治
性
造
血
腫
瘍
に
対
し
て
、
新
規
治
療
開
発
を
目
指
し
て
従
来
と

は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
基
礎
的
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
、
腫

瘍
と
い
う
病
気
だ
か
ら
こ
そ
露
呈
す
る
生
命
現
象
に
対
し
て
新
し
い

サ
イ
エ
ン
ス
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
指
す
。

　
■
八
幡
崇
（
基
盤
診
療
学
系
　

先
端
医
療
科
学
　

教
授
）

　
「
幹
細
胞
制
御
薬
を
利
用
し
た
再
生
・
が

ん
治
療
法
の
開
発
」

　
わ
れ
わ
れ
は
幹
細
胞
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

標
的
と
し
た
再
生
医
療
の
最
適
化
と
が
ん
の

克
服
を
目
指
し
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
学
内
共
同
研
究
に
よ
り
開
発
し
た
新
規
薬
剤
が
造
血
再

生
促
進
薬
と
し
て
有
用
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
白
血
病
治
療
に
お

い
て
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で

は
、
当
該
薬
の
適
応
拡
大
を
目
指
し
て
、
造
血
再
生
促
進
法
や
白
血

病
治
療
法
の
さ
ら
な
る
改
良
に
取
り
組
む
と
も
に
、
造
血
系
以
外
の

疾
患
に
対
す
る
有
効
性
に
つ
い
て
追
求
し
て
い
る
。

　
■
細
川
裕
之
（
基
礎
医
学
系
　

生
体
防
御
学
　

講
師
）

　
「
転
写
因
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
免
疫

細
胞
の
運
命
決
定
と
血
液
腫
瘍
制
御
」

　
わ
れ
わ
れ
の
最
近
の
研
究
成
果
か
ら
、
発

生
段
階
に
よ
っ
て
発
現
量
の
変
化
し
な
い
転

写
因
子
が
、
発
生
段
階
特
異
的
な
タ
ン
パ
ク

質
複
合
体
形
成
と
ゲ
ノ
ム
領
域
へ
の
結
合
を
介
し
て
、
免
疫
細
胞
の

運
命
決
定
を
制
御
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
研

究
で
は
、
免
疫
細
胞
の
発
生
を
制
御
す
る
転
写
因
子
群
の
作
用
機
序

を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ
の
破
綻
に
よ
り
誘
導
さ
れ
る
血
液
腫

瘍
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
新
規
治
療
戦
略
の
創
出
を
目
指

す
。

　
■
大
塚
正
人
（
基
礎
医
学
系
　

分
子
生
命
科
学
　

教
授
）

　
「
ゲ
ノ
ム
編
集
法
を
応
用
し
た
モ
デ
ル
動

物
作
製
と
遺
伝
子
治
療
法
開
発
」

　
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
遺
伝
子
改
変
技
術

を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
・
改
良
す
る
と
同

時
に
、
よ
り
高
度
な
医
学
・
生
物
学
的
解
析

に
応
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
最
近
は
、
独
自
の
ゲ
ノ
ム

編
集
動
物
作
製
法
で
あ
る
Ｅ
ａ
ｓ
ｉ
―
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
法
や
ｉ
―
Ｇ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｄ
法
を
利
用
し
た
各
種
ヒ
ト
疾
患
モ
デ
ル
動
物
の
作
製
や
そ

の
機
能
解
析
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
疾
患
の
遺
伝
子
治
療
法

の
開
発
を
目
指
し
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
■
岡
晃
（
分
子
生
命
科
学
　

講
師
）

　
「
疾
患
原
因
変
異
の
機
能
解
析
」

　
発
症
頻
度
が
比
較
的
高
い
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ

　
ｄ
ｉ
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
の
感
受
性
変
異
リ
ス
ク

が
極
め
て
低
く
、
さ
ら
に
そ
の
数
が
数
百
個

以
上
と
極
め
て
多
い
た
め
、
そ
の
変
異
と
機

能
の
生
物
学
的
な
解
析
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
頻
度
が

極
め
て
低
い
変
異
や
Ｈ
Ｌ
Ａ
領
域
に
存
在
す
る
変
異
は
強
い
リ
ス
ク

を
伴
う
。
こ
れ
ま
で
に
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
領
域
を
中
心
に
、
円
形
脱
毛
症
、

強
皮
症
、
摂
食
障
害
の
感
受
性
変
異
を
同
定
し
た
。
現
在
こ
れ
ら
の

変
異
の
生
物
学
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
疾
患
発
症
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て
い
る
。

　
■
稲
垣
豊
（
基
盤
診
療
学
系
　

先
端
医
療
科
学
　

教
授
）

　
「
臓
器
線
維
症
の
病
態
解
明
と
新
た
な
診

断
・
治
療
法
の
開
発
」

　
肝
硬
変
や
肺
線
維
症
、
腎
硬
化
症
な
ど
、

臓
器
線
維
症
に
対
す
る
近
年
の
産
官
学
の
関

心
の
高
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
異
的
診

断
マ
ー
カ
ー
の
確
立
や
、
安
全
で
効
果
的
な
治
療
法
の
開
発
は
い
ま

だ
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
科
省
の
私
立
大
学
戦
略
的

研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
２
０
１
５
―
２
０
１
９
年
度
）
に
採
択

さ
れ
た
臓
器
線
維
症
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
計
３
件
の
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

支
援
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
、
諸
臓
器
の
線
維
症
に
共
通
す
る
病
態
や

進
展
機
序
の
統
一
的
理
解
を
通
じ
て
、
そ
の
診
断
と
療
法
の
開
発
を

目
指
し
て
い
る
。

　
■
後
藤
信
哉
（
内
科
学
系
　

循
環
器
内
科
学
　

教
授
）

　
「
流
体
下
血
小
板
細
胞
接
着
評
価
シ
ス
テ

ム
の
開
発
と
特
異
的
阻
害
薬
の
開
発
」

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
情
報
解
析
能
力
は
加

速
度
的
に
進
歩
し
た
。
血
小
板
接
着
を
担
う

膜
蛋
白GPIba, von W

illebrand

因
子
の
結
合

構
造
を
原
子
と
水
分
子
の
運
動
か
ら
演
繹
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

流
体
力
を
負
荷
し
た
条
件
の
一
過
性
構
造
を
標
的
と
し
た
創
薬
が
可

能
と
な
っ
た
。
Ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ
ｏ
解
析
と
生
物
学
的
実
験
の
連

成
に
よ
り
、
流
体
下
の
血
小
板
接
着
の
み
を
特
異
的
に
抑
制
す
る
革

新
的
抗
血
小
板
薬
の
創
出
を
目
指
す
。

　
■
福
田
篤
（
分
子
生
命
科
学
　

特
任
講
師
）

　
「
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
／
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
性

差
・
個
体
差
が
及
ぼ
す
分
化
能
の
影
響
解
明
」

　
ヒ
ト
の
多
様
性
、
特
に
性
差
に
着
目
し
た

神
経
変
性
疾
患
に
対
す
る
創
薬
開
発
を
行
う

べ
く
、
ヒ
ト
多
能
性
幹
細
胞
（
Ｅ
Ｓ
／
ｉ
Ｐ

Ｓ
）
や
疾
患
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
ｅ
ｘ
　
ｖ
ｉ
ｖ
ｏ
モ
デ
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
。
３
Ｄ
培
養
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
や

single cell genomics

解
析
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、proof-of-concept

を

目
指
し
た
研
究
を
行
う
。

　
■
永
田
栄
一
郎
（
内
科
学
系
　

脳
神
経
内
科
学
　

教
授
）

　
「
も
や
も
や
病
の
病
態
解
明
」

　
も
や
も
や
病
は
、
頭
蓋
内
の
両
側
内
頚
動

脈
起
始
部
の
狭
窄
、
閉
塞
に
よ
り
正
常
な
動

脈
血
管
が
脳
内
に
お
い
て
形
成
さ
れ
な
い
疾

患
で
あ
る
。
近
年
、
遺
伝
子
多
型
な
ど
が
そ

の
原
因
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
が
、
依
然

と
し
て
病
態
は
不
明
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
も
や
も
や
病
の
血
管

内
皮
前
駆
細
胞
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
病
態

を
解
明
し
、
さ
ら
に
は
、
も
や
も
や
病
患
者
Ｅ
Ｐ
Ｃ
を
抗
炎
症
性
の

増
殖
可
能
な
環
境
下
で
そ
の
Ｅ
Ｐ
Ｃ
を
培
養
す
る
（
再
生
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
細
胞
）
こ
と
に
よ
り
、
内
科
的
に
も
や
も
や
病
の
治
療
の
可
能

性
に
つ
き
検
討
す
る
。

　東海大学は、多様な学部・学科を擁す
る総合大学として、その専門分野の多様
性とスケールメリットを生かし、人々の
暮らしや社会のＱＯＬ（Quality of Life）
向上のための研究プロジェクトを推進し
ています。
　付置研究所のひとつである総合医学研
究所は、医科学先端研究の中核拠点とし
て、基礎系・臨床系の研究室を横断し有
機的連携を図るトランスレーショナルリ
サーチを推進しており、ゲノム・再生医
療・創薬で特筆すべき研究成果を上げて
おります。
　今回の座談会では、「メタゲノム」を
テーマとして取り扱っております。日頃、
自分自身の身体のことは自分が一番わか
っていると思いがちですが、いざ病にか
かると、その原因がわからないことは非
常に強い不安となります。
　しかし、原因がわからなかった、とあ
る病が実は以前から体内にあるウイルス
の影響である可能性が、最近の研究で示
されています。これは、多様なウイルス
等に対するゲノム解析結果の情報集積、
つまりは医学・生命科学と情報科学との
融合が、体内にあるウイルスの特定を可
能にした成果であり、今後も過去の研究
・診療では簡単に得られなかった成果を
生み出すことを期待しております。
　また、いまだ収束が見えない新型コロ
ナウイルス感染症は、デルタ株を中心と
して様々な変異株が生まれ、世界的な流
行が続いております。これら変異株の特
定と、感染対策に有効性を持つメッセン
ジャーＲＮＡワクチンも、世界中の研究
者の英知を結集したゲノム解析の成果が
大きく役立っております。本研究所の研
究者も新型コロナウイルス関連の研究に
参画し、世界的な課題解決に向けた貢献
を果たしております。
　本学は研究活動を通じた「知」の成果
の社会還元を重視してまいりました。総
合医学研究所によるゲノムだけでない様
々な「東海ブランド」「東海大学発」の
成果が、より一層、社会に貢献すること
を心から期待します。

　
今
井
　
今
回
の
新
し
い
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
も
メ
タ
ゲ
ノ
ム

の
一
つ
の
成
果
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配
列
が
わ
か

っ
て
く
る
の
で
、
自
分
の
細
胞
に
入
っ

た
も
の
が
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
と
し

て
、
非
自
己
と
し
て
認
識
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
も
一
連
の
研
究
の
中

で
新
し
く
で
き
た
技
術
と
思
っ
て
よ
ろ

し
い
の
で
す
か
。

　
中
川
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、
も
と
も
と

ガ
ン
免
疫
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
た
技
術
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
よ
う
な
形
で
初
め
て
実
用
化
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
こ
ま
で
効
果
が

あ
る
と
想
定
し
た
人
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
重
症
の
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の

は
い
わ
ゆ
る
風
邪
と
呼
ば
れ
る
症
状
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
風
邪
み
た
い
な
感

染
症
を
ワ
ク
チ
ン
で
ど
れ
ほ
ど
予
防
で

き
る
の
か
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
人
は
多
い
は
ず
で
す
。
こ

こ
ま
で
重
症
化
を
抑
え
、
感
染
そ
の
も

の
も
か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
高
度
な
技
術

だ
と
思
い
ま
す
。

　
安
藤
　
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
は
本
来
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ

慎
重
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
こ
ろ
を
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
っ
て

一
気
に
臨
床
ま
で
持
っ
て
き
て
、
し
か

も
効
果
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

ま
さ
に
「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
み

た
い
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

　
今
西
　
ほ
か
の
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
に

も
ど
ん
ど
ん
適
用
さ
れ
て
い
く
可
能
性

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
安
藤
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
は
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
中
川
　
そ
の
可
能
性
は
十
分
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
安
藤
　
長
期
間
観
察
し
て
、
何
か
起

こ
る
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
タ
ン
パ
ク
質
を
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
ら

な
く
て
も
い
き
な
り
ワ
ク
チ
ン
が
で
き

る
の
で
す
か
ら
画
期
的
で
す
よ
ね
。

　
中
川
　
た
だ
、
変
異
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
一
つ
の
も

の
か
ら
広
が
っ
て
い
る
の
で
変
異
が
少

な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
よ
り
多
様
性
が
大
き
い
で
す
し
、

ま
た
、
ど
う
い
う
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
も
今

後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
今
井
先
生
か
ら
歯

周
病
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
歯
周
病
に

な
る
と
、
細
菌
が
唾
液
か
ら
消
化
管
を

通
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
血
液
中
を

回
っ
て
重
要
な
臓
器
の
機
能
を
不
全
に

す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
悪
さ
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
観
点
で
大
腸
の

疾
患
以
外
に
注
目
さ
れ
て
い
る
疾
患
は

あ
り
ま
す
か
。

　
今
井
　
消
化
管
を
じ
か
に
通
っ
て
い

く
ル
ー
ト
な
の
か
血
流
感
染
な
の
か
、

ま
だ
そ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま

せ
ん
。
実
際
、
親
知
ら
ず
を
抜
い
た
患

者
さ
ん
で
血
液
培
養
検
査
で
陽
性
と
な

り
菌
血
症
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
時
々

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
血
液

経
路
の
可
能
性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
メ
イ
ン
と
し
て
は
消
化
管
経
路

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
個
人
的
な
印

象
で
す
。
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
病
気

に
脂
肪
肝
炎
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣

病
に
起
因
す
る
脂
肪
肝
炎
、す
な
わ
ち
、

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
炎
も
歯
周

病
が
関
連
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
大
腸

ガ
ン
で
も
や
は
り
同
様
の
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
す
べ
て
消
化

管
経
路
で
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

歯
周
病
の
管
理
は
今
後
さ
ら
に
注
目
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
今
西
　
ヒ
ト
血
液
中
の
細
菌
の
検
出

に
は
こ
れ
ま
で
私
た
ち
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
菌
血
症
、
敗
血
症
の
患
者
の
血
液

を
た
く
さ
ん
の
症
例
で
解
析
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
う
ま
く
い
く
場
合

も
あ
れ
ば
、
菌
が
検
出
で
き
な
い
場
合

も
結
構
あ
り
ま
し
た
。
何
が
違
う
か
と

い
う
と
、
菌
の
量
で
す
。
菌
血
症
の
場

合
、
た
い
て
い
は
菌
の
量
が
非
常
に
少

な
く
て
、
そ
れ
を
検
出
す
る
に
は
今
の

シ
ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
技
術
で
は
必
ず
し

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

血
液
か
ら
の
細
菌
の
検
出
あ
る
い
は
診

断
は
い
ま
だ
に
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ご
く
微
量
の
菌
を
検
出
で
き
る
よ

う
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
課
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
る
と
、

感
染
経
路
の
問
題
な
ど
に
も
今
後
答
え

が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
安
藤
　
今
日
は
メ
タ
ゲ
ノ
ム
に
関
す

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
究
成
果
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
東
海
大

学
総
合
医
学
研
究
所
で
は
今
後
も
医
療

の
進
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
研
究
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
っ
た
ホ
ッ

ト
な
話
題
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
話

題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
活
発
な
議

論
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
研
究
の
動
機
と
し
て
、
次
の
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
は
人
獣
共
通
感
染
症
だ

ろ
う
と
思
い
、
動
物
か
ら
未
知
の
ウ
イ

ル
ス
を
見
つ
け
る
の
は
極
め
て
重
要
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
発
生
す
る
前

で
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
技
術
を

日
本
の
中
で
培
っ
て
お
く
こ
と
は
い
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
動
物
か
ら
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
、
特

に
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
場
合
は
メ
タ
ト
ラ
ン
ス
ク

リ
プ
ト
ー
ム
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
大
量
塩
基
配
列
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
と
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
め
た
生
物
の
ゲ

ノ
ム
配
列
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
載
っ
て

い
な
い
け
れ
ど
も
、
配
列
の
特
徴
は
ウ

イ
ル
ス
で
あ
る
、
そ
う
い
う
も
の
が
た

く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ネ

コ
の
尿
か
ら
麻
疹
の
原
因
と
な
る
モ
ル

ビ
リ
ウ
イ
ル
ス
に
近
い
ウ
イ
ル
ス
が
見

つ
か
り
、
ま
た
ツ
ル
の
糞
便
か
ら
風
邪

を
引
き
起
こ
す
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
近

い
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
ま
さ
に
世
界
的
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
恐

ら
く
コ
ウ
モ
リ
が
由
来
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
人
獣
共
通
感
染
症
で
、
調
べ
て
み

る
と
、
コ
ウ
モ
リ
だ
け
で
な
く
、
セ
ン

ザ
ン
コ
ウ
と
呼
ば
れ
る
硬
い
う
ろ
こ
で

覆
わ
れ
た
哺
乳
類
に
も
類
似
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
わ

け
で
す
。
初
め
て
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か
っ
た
と
き
、

研
究
者
で
す
ら
ほ
と
ん
ど
注
目
し
て
は

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
よ

う
な
事
態
に
な
っ
て
み
る
と
、
セ
ン
ザ

ン
コ
ウ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配
列
の
比
較

解
析
に
よ
り
、
例
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
宿
主
の
細
胞
の
受
容
体
と
ど

の
よ
う
に
相
互
作
用
し
て
い
る
の
か
な

ど
に
関
し
て
も
様
々
な
知
見
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配

列
も
、
ま
さ
に
メ
タ
ゲ
ノ
ム
の
手
法
を

使
っ
て
初
め
て
同
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

起
き
て
か
ら
ま
だ
２
年
ほ
ど
で
す
が
、

今
だ
い
た
い
２
０
０
万
以
上
の
ゲ
ノ
ム

配
列
が
解
読
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の

感
染
症
で
こ
れ
ほ
ど
急
速
に
ゲ
ノ
ム
が

読
ま
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

そ
れ
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
ア
ル
フ
ァ
株

な
ど
変
異
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に
は
よ

り
迅
速
に
対
応
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

も
し
ゲ
ノ
ム
配
列
が
読
ま
れ
て
い
な
い

で
、
何
か
お
か
し
な
こ
と
が
急
激
に
起

き
て
い
る
状
況
に
陥
っ
た
と
し
た
な
ら

ば
、
こ
こ
ま
で
早
く
感
染
症
対
策
は
と

れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
安
藤
　
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
観
点
か
ら

す
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
と
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
中
川
　
２
０
１
４
年
に
西
ア
フ
リ
カ

で
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ

ク
が
あ
り
ま
し
て
、
あ
の
と
き
の
態
勢

と
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
結
構

近
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
エ
ボ
ラ
ウ

イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
配
列
が
研
究
論
文
に

な
る
前
に
逐
次
的
に
公
開
さ
れ
て
、
治

療
薬
の
開
発
な
ど
に
役
立
て
よ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
ま
し
た
。
変

異
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
ど
ん
な
変
異

が
機
能
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
調
べ
よ

う
と
い
う
こ
と
で
共
同
研
究
を
行
っ
た

の
で
す
が
、
当
時
と
重
な
る
メ
ン
バ
ー

で
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
も
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の

経
験
が
実
は
底
流
に
あ
り
ま
す
。

　
安
藤
　
今
は
幸
か
不
幸
か
、
先
生
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
先
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
収

ま
っ
た
後
、
先
生
が
本
来
や
り
た
か
っ

た
研
究
、
内
在
性
の
ウ
イ
ル
ス
が
い
ろ

い
ろ
な
疾
患
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か

な
ど
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を

お
持
ち
で
す
か
。

　
中
川
　
ゲ
ノ
ム
の
中
に
入
り
込
ん
だ

ウ
イ
ル
ス
、
い
わ
ゆ
る
内
在
性
ウ
イ
ル

ス
に
由
来
す
る
配
列
が
ガ
ン
の
中
で
も

ウ
イ
ル
ス
由
来
の
ゲ
ノ
ム
配
列
が
た
く

さ
ん
発
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
報

告
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が

何
ら
か
の
悪
さ
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
悪
さ
を
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
一

方
で
、
発
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
む
し

ろ
予
後
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
ケ
ー
ス
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
な

ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
疑
問
に

思
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
ガ

ン
と
免
疫
の
関
わ
り
が
非
常
に
重
要
だ

と
い
う
こ
と
が
研
究
を
進
め
る
に
つ
れ

て
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
内
在
性
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
の
は
、
普

段
そ
の
多
く
は
わ
れ
わ
れ
の
体
の
中
で

発
現
し
ま
せ
ん
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
中
の

約

％
が
ウ
イ
ル
ス
由
来
の
配
列
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン
パ
ク
質
と
し
て
発

現
し
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
ウ

イ
ル
ス
由
来
の
配
列
が
タ
ン
パ
ク
質
と

し
て
発
現
す
る
と
、
自
分
の
ゲ
ノ
ム
の

中
の
配
列
に
由
来
す
る
の
に
、
自
己
と

認
識
さ
れ
ず
非
自
己
と
認
識
さ
れ
て
攻

撃
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
ガ

ン
で
ウ
イ
ル
ス
由
来
の
配
列
が
発
現
す

る
と
、
ガ
ン
細
胞
は
非
自
己
と
し
て
認

識
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
逆
に
そ
こ

を
免
疫
と
し
て
攻
撃
で
き
る
と
い
う
形

に
な
れ
ば
、
ガ
ン
の
治
療
に
も
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
よ
う
な
研
究

も
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
西
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

も
し
か
す
る
と
今
後
何
十
年
に
も
わ
た

っ
て
人
類
が
戦
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
中
川
先
生
に

は
、
今
後
の
予
測
、
ま
た
治
療
法
開
発

に
向
け
て
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
解
析
あ
る
い

は
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
解
析

が
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
中
川
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一

つ
の
厄
介
な
性
質
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど

変
異
を
経
る
こ
と
な
く
い
ろ
い
ろ
な
動

物
に
感
染
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ま
ま
で
は

マ
ウ
ス
や
ネ
ズ
ミ
に
感
染
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ア
ミ
ノ
酸
１
個
の
違

い
で
感
染
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
て
、
か
な
り

宿
主
域
が
広
い
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
ク

チ
ン
等
で
収
束
に
近
い
状
態
に
持
っ
て

い
け
た
と
し
て
も
自
然
界
か
ら
完
全
に

な
く
す
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
や
感
染
に
よ
る

免
疫
も
あ
ま
り
持
続
し
な
い
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
、
重
症
化
は
防
げ
た
と
し
て

も
感
染
の
リ
ス
ク
は
い
ず
れ
に
し
て
残

念
な
が
ら
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か

ら
も
、
そ
も
そ
も
抑
え
込
む
の
は
難
し

い
と
予
想
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で

す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
も
続
い

て
い
る
た
め
、
今
後
も
変
異
に
よ
っ
て

性
質
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
続
け
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
す
。

　
自
然
界
に
は
ま
だ
様
々
な
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
し
、
組
み
換
え
と
い
っ

て
遺
伝
子
を
お
互
い
に
少
し
ず
つ
交
換

す
る
こ
と
で
ま
た
別
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
、
残
念
な
が
ら
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
完
全
に
な
く
す
の
は

難
し
い
。
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
が
か
な
り

普
及
し
て
き
て
い
る
今
の
状
況
に
お
い

て
、
感
染
し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並

み
の
症
状
な
ら
社
会
的
に
許
容
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
向
で

社
会
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
対
応
し
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
方

が
現
実
的
で
す
。た
だ
、そ
う
な
る
と
、

ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
な
い
体
質
の

人
、
ま
た
は
ワ
ク
チ
ン
が
高
額
で
あ
る

た
め
、
先
進
国
以
外
の
国
は
ど
う
す
る

の
か
、
変
異
と
の
関
係
で
何
度
も
打
て

な
い
よ
う
な
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
う
い
っ
た
点
に
知
恵
を
絞
ら
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は

科
学
の
領
域
を
超
え
て
社
会
科
学
的
な

領
域
に
入
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。


